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第 1章 

 情報モラル指導充実のための事業 
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１．事業の目的 

 
インターネットは、社会生活の一部となり、買い物や予約申込み等は電話よりもむしろインター

ネットを利用して行い、インターネット無しでは考えられないというほど、社会生活に浸透してい

る。また、スマートフォンがフィーチャーフォンを上回って普及する現状では、インターネットへ

の入り口となる端末は、パソコン、携帯電話からスマートフォン、タブレット端末、ゲーム機、音

楽プレーヤーのように多様化すると同時に、いつでも、どこでも、誰でもインターネットに接続し

て、利用できるものとなっており、児童・生徒は保護者の目の届かないところで利用できるように

なった。 

 

このように身近になったインターネットであるが、その利用により手軽に多くの情報を入手した

り、見知らぬ人々とコミュニケーションを取ったり、自宅での買い物も手軽にできるなど、様々な

ことが手軽にかつ安全安心にできるようになると同時に、もう一方では児童・生徒が SNS や無料

ゲームなどのコミュニティサイトで犯罪などに巻き込まれる事例も発生している。 

 

JAPET&CEC では、児童・生徒の安全安心を願い「教育現場の ICT 安全安心対策事業」を展開し

ており、この中の一つの事業として「情報モラル指導充実のための事業」を実施している。 

 

これまで、インターネットには危険な面があるということで児童・生徒をそれらから遠ざけるの

ではなく、子どもたち自身がインターネットを上手に使い、上手に付き合っていけるようにするこ

とが大切であるという考え方に基づいて「親子のためのネット社会の歩き方セミナー」を開催して

きた。これは、直接、児童・生徒と保護者に対し、ネット社会をどう歩いていけばよいのかを指導、

啓発するセミナーであったが、学習指導要領の総則に「各教科等の指導にあたっては…情報モラル

を身につけ…」と記載されたことを契機に、全ての教員が、全ての教科で情報モラル指導をできる

ように、その指導法、教材や現在児童・生徒の抱えている問題点など最新の情報を提供することを

目的として、平成 23年度から公益財団法人 JKA の補助をいただき、情報モラル指導の講師を育成

すべく「情報モラル指導充実のための事業」を行い、教職員や教育委員会の指導主事などを対象と

したセミナーを開催して、今年度はその ５年目にあたる。正しい指導方法を広く展開することを

重要な観点として、セミナー参加者がその地域の教育委員会や学校に戻り、そこで講師として指導

ができるための教材と指導方法を伝える資料を用意し、裾野を広げるための活動としている。 

 

今年度は、前年度に引き続き、開催地域の広範化を図った。過去 3年間は、都道府県及び中核

市以上の地方自治体の教育委員会へセミナー開催を案内し、申込のあった地域でのみセミナーを開

催していた。今年度は、これに加え、JAET（日本教育工学協会）主催の「富山大会」の一セッショ

ンとしてワークショップを開催し、富山市、堺市など過去に開催していない地域でもセミナーを開

催することができた。 
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２．作業項目とスケジュール／作業体制 

 
(1) 作業項目とスケジュール 

 作業項目とスケジュールは下記の通りである 

 

図表１ 作業項目とスケジュール  

平成２７年 平成２８年
作業項目  4月  5月  6月  7月  8月  9月 10月 11月 12月  1月  2月  3月

委員会開催 　 ▼① ▼② ▼③
1  3 2

開催地公募 ---▼

テキスト改訂   ▲------------------------------▼

セミナー開催    ▲-----------------------------▼

学習教材開発     ▲-------------------------------------------------------▼

成果発表会 ▼
4

 

 

(2) 委員会の設置 

本事業では有識者で構成する「ネット社会の歩き方講師育成セミナー検討委員会」を組織して作

業に取り組んだ。全 6回の検討委員会を開催し、作業スケジュールの策定、セミナー開催地の公

募と採択、セミナー用テキストの改訂、セミナー開催時の講師、学習教材の企画と開発、成果発表

会での報告等、本事業の全体を管理した。 

また、セミナー用テキストの改訂の実作業、セミナー開催地の教育委員会との連絡、セミナー開

催準備、学習教材開発の実作業等は事務局が担当した。 

   

図表２ 委員一覧 

所属 役職及び氏名 

鳴門教育大学大学院 准教授    藤村 裕一 

岐阜聖徳学園大学 教授     石原 一彦 

東京女子体育大学 准教授    榎本 竜二 

環太平洋大学 教授     梶本 佳照 

東京都台東区立 浅草小学校 校長     木村 和夫 

東京都台東区立 教育支援館 研修専門員  佐久間茂和 

千葉学芸高等学校 校長     高橋 邦夫 

柏市立中原小学校 校長     西田 光昭 

千葉大学教育学部 附属中学校 主幹教諭   三宅 健次 

   

図表３ 事務局等の体制 

所属 役職及び氏名 役割 

一般社団法人 

日本教育情報化振興会 

             専務理事 鶴田 雅文 責任者 

 同上 調査・研究開発部        部長 吉田 真和 総括 

 同上 普及促進部      研修担当部長 中沢 研也 研修対応 

 同上 調査研究開発部 シニアエキスパート 宮原 克彦 連絡窓口 

 同上 総務部        総務担当部長 赤松伊佐代 JKA 対応 
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(3) 委員会の開催 

 委員会は年間で 3回の開催とし、適宜日程を調整した。急を要する場合にはメールによる検討・

決議を行った。予定通り年間 3回の委員会を開催した。 

それぞれの開催日、議題は下記の通りである。 

 

図表４ 委員会開催実績 

開催回数 開催日 議題 

第一回 27. 6. 1 ・年度スケジュールの確認 

・セミナー開催地採択と担当委員の選定 

・セミナー用テキスト改訂カ所の検討 

・新規開発の学習教材のテーマ検討 

・日本教育工学協会(JAET)大会のワークショップ開催について 

第二回 27. 9. 3 ・更新するコンテンツについて 

- 修正の確認及び内容の確定 

 - ユニット教材執筆者の確定 等 

・日本教育工学協会(JAET)大会のワークショップ発表者確定 

第三回 28. 2. 2 ・更新するコンテンツについて 

- 修正の確認及び内容の確定 

- 学習教材のシナリオ検討 等 

 

 

(4) 開催地の公募 

 開催地の公募は、教育委員会の意向もあり1前年度の １月より行った。JAPET&CEC の Web ページ

で公開すると共に、全国の都道府県と中核市以上の教育委員会約１００カ所へ下記内容の案内状を

送付した。 

 1)テーマ 

    「情報モラル教育指導のポイント」 

 2)開催時期と時間 

    平成 27年 6月から平成 27年 12 月の間の午後、最低 2時間 30分 

 3)対象受講者と会場あたりの定員 

    指導主事、教職員   約 50名程度（目安） 

 4)開催会場 

    地方自治体等の無償で利用できる会場 かつ 受講者がパソコンを使用可能な会場 

 5)セミナーの具体的な内容 

  講師育成セミナー検討委員会と貴教育委員会の協議で決定する 

 6)セミナーのプログラム（例） 

 ・データから見るネット社会の現状 

 ・情報モラルの指導（理論編および実践編） 

 ・「ネット社会の歩き方」の活用 

 ・その他の教材の紹介 

 ・保護者との関わり 

 ・問題発生時の対応 

  ・ワークショップ 

 

 

 

 

                                         
1通常、地方自治体の教育委員会は教員研修計画を前年度の二月頃に策定している。この計画に組み込むために、本

事業で実施するセミナーの採択に関しても早期の決定を求められている。 
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(5) セミナー用テキストの改訂 

 セミナー用テキストの中には、携帯電話・スマートフォンの保有率やネット上のトラブル発生状

況等、年々変化する数値データがあるため、中央省庁が発表している最新データに更新した。 

また、スマートフォンを保有する比率が増え、新しいＳＮＳのサービスや問題にも対応する必要

があった。このように世の中の動きを反映したセミナーとするために、委員の意見に基づき（過去

一年間程度のネット上のトラブルやリスクの中から喫緊の課題と考えられる事案を取り込む）資料

の差し替えを行った。     
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３．セミナー開催 

 
(1) セミナー開催 

 本事業で提供するセミナーは、全国の教育委員会が主催している教員向け研修会の一プログラム

として実施される場合が多い。この関係で、教員が比較的時間を確保し易い、夏休み期間に開催が

集中している。教育委員会の指定が無い場合は以下のプログラムでセミナーを実施することとした。 

 

図表５ セミナー開催実績 

開催回数 開催日 開催場所 講師 人数 

第 一回 

 

27. 6.10 堺市教育委員会 佐久間委員  20名 

第 二回 

 

27. 7. 3 やまぐち総合教育支援センター 三宅 委員  35名 

第 三回 27. 7. 3 和歌山県教育センター 学びの丘 

 

石原 委員 36名 

第 四回 

 

27. 7.30 鹿児島市立学習情報センター 西田 委員  30名 

第 五回 27. 7.31 千葉市教育センター 

 

高橋  委員 21名 

第 六回 

 

27. 8. 4 大阪情報専門学校 榎本 委員  15名 

第 七回 

 

27. 8. 4 ＫＣＳ鹿児島情報専門学校 石田 委員  15名 

第 八回 

 

27. 8. 6 市川市教育センター 木村 委員  55名 

第 九回 

 

27. 8. 6 ＫＣＳ福岡情報専門学校 三宅 委員  15名 

第 十回 

 

27. 8.18 佐賀大学文化教育学部附属中学校 藤村委員長  63名 

第十一回 

 

27. 8.20 

 

佐賀県教育庁学校教育課（第一部） 佐久間委員  40名 

第十二回 

 

27. 8.20 佐賀県教育庁学校教育課（第二部） 佐久間委員  38名 

第十三回 27.10.10 日本教育工学協会（ＪＡＥＴ）富山大会  

 

藤村委員長 

他 5名 

 58名 

第十四回 28. 3. 4 教育の情報化推進フォーラム 藤村委員長 

他 4名 

200名 

合計   

 

 641名 
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図表６ やまぐち総合教育支援センターでのセミナー風景（平成２７年７月３日） 

 
                                         

図表７ 和歌山県教育センターでのセミナー風景（平成２７年７月３日） 

  
 

図表８ 大阪情報専門学校でのセミナー風景（平成２７年８月４日） 

  
 

図表９ 市川市教育センターでのセミナー風景（平成２７年８月６日） 

  
 

図表１０ 日本教育工学協会（ＪＡＥＴ）富山大会のセミナー風景（平成２７年１０月１０日） 
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(2) セミナー開催団体の所感 

セミナー開催団体の所感を以下に抜粋する。 

1)児童・生徒の利用実態について理解することができた 

2)情報モラルの指導は重要と考えているが、指導時間がなかなか確保できない 

3)任意受講の研修ではなく悉皆研修にしないといけないのではないか。 

4)WEB 教材を活用した具体的な授業イメージを得ることができた。 

5)提供された教材を利用して授業をしてみたい。 

 
図表１１ セミナー開催団体の所感 

開催場所 講師 所感 

堺市教育委員会 佐久間 委員 ・今現在、問題に感じている部分での研修内容

で助かった。 

・具体的なコンテンツについて教えていただき、 

学校現場で早速活用してみる。 

・参加者の間で話し合う時間があり、情報交流 

もできてよかった。 

・夏季研修のテーマとして、全教職員で取りく 

んでいきたい。 

・「ネットいじめ防止プログラム」実施事業に 

おける、児童生徒に対する「ネットいじめ防  

止」授業の実施を予定している。 

その際に利用する。 

やまぐち総合教育 

支援センター 

三宅  委員 講演では、学校と家庭が連携して行う情報モラ

ル教育の重要性を受講者は認識することができ

た。また、「ネット社会の歩き方」の教材を使

った研修や授業を検討することで、実際の指導

場面を想定し、今後の情報モラル教育を行うこ

との重要性を実感することができたようであ

る。 

アンケートなどから、参加者が意欲的に情報モ

ラル教育への取り組もうとする意見が見られ

た。また、山口県内の学校及び教育委員会主催

の教員・保護者対象の研修会（サテライト研修：

昨年度実績２６会場、参加者１４７５名）を実

施し、本研修会の内容を踏まえた情報モラル教

育の普及を進めていく。来年度以降も情報モラ

ルに関する研修会を開催する予定である。 

和歌山県教育センター 石原  委員 「情報モラル研修」に参加したことがない先生

が多く、「役に立つ資料が多かった」「初心者

でもわかり易かった」などの意見があり、授業

や研修の実施に大変役に立つ内容であったこと

が好評につながり、全体的に実りのある研修で

あった。 

鹿児島市立学習情報センター 西田  委員 最新の状況を反映した教材資料を活用して分か 

りやすい講演が行われた。ワークショップによ 

る研修は受講者が実践的なイメージを持つこと 

ができ、多くの先生と意見交換ができ有意義な 

時間となった。受講者も大変満足しており、充 

実したセミナーとなった。情報モラル指導の 

リーダーになる教員を増やすために、来年も引 

き続き研修を計画したい。 
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千葉市教育センター 

 

高橋  委員 情報モラル教育の最新の指導法をわかりやすく

丁寧に教えていただいた。資料も数多く提供し

ていき、校内研修で活用できると好評であった。 

また、毎年情報セキュリティ研修、情報モラル

研修を実施しているが、来年度も実施する方向

である。 

大阪情報専門学校 榎本  委員 殆どの先生が、生徒指導の向上を目的とされ、

真剣な面持ちで受講していた。受講の内容につ

いては、アンケートの結果から見ても、参考に

なったようで、講師の分かり易い話に、強く頷

かれている方もいた。また、今回はワークショ

ップを開催したが、こちらは実際の進め方など

が体験でき、満足頂く内容となった。 

今後の計画は以下のとおり 

・学校独自で高校教員向けの情報モラル講座開

催を検討中。 

・高校を対象として独自講演開催の提案を行う。 

ＫＣＳ鹿児島情報専門学校 石原  委員 ・ネットワークの抜け道などを常に気にしてい

たが、自分の考え付かない事が多くあった。 

・教材を準備する手間のために授業がしづらい

事も多いので、このような講座があると大変

助かる。 

・より具体的で分かりやすく、興味を引く内容

だと思った。危機感をもって聴くことが出来

た。 

・データに加え話すコメントまで付けていただ

いているので、すぐに活用できると思う。 

・とても興味深い内容でした。 

・時代の変化に情報モラルの指導のレベルアッ

プの必要性を感じた。 

・時間が少なくもう少しお話が聞きたかった。 

講座資料（PP資料）が分かりやすく、伝わり

やすい内容だった。内容すべてを記録できな

いため、資料として頂きたいと思った。 

大半の受講者が、自校へ持ち帰り職員や生徒・

保護者向けに研修を実施したいという感想が多

かった。また、石原先生の講義の進め方（話術

など）が大変参考になり「あっという間に時間

が経過した」という感想も頂いた。 

情報処理専門学校として、率先して中学校や

高等学校へ情報モラルや個人情報、ＳＮＳ等の

問題（価値や弊害など）について積極的に啓蒙

し、今回のような講演を企画していきたいと思

う。 

市川市教育センター 木村  委員 ・本セミナーの受講者が各学校における情報モ

ラル教育の中心となって校内研修を行い、情

報モラル教育の中心となる。 

・各グループの発表内容を、各学校の PCからア

クセスできる共有スペースに保存することに

より、活用をすすめる。 
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ＫＣＳ福岡情報専門学校 三宅  委員 参加された先生方は、「学校内でＳＮＳのトラ 

ブルがある」「教師間でＳＮＳに対する知識の

差がある」「現状が把握できていない」といっ

た具体的な課題を持って受講していた。その中

で導入として「データから見る現状」では、数

値(特に近年の推移)の背景や読み取り方につ

いての説明もあり、非常に分かり易いとの感想

だった。また授業の具体例やポイントを説明し

ていただいたことで、何を授業で取り組むべき

かといった事を実感できたようだった。「ネッ

ト社会の歩き方」で教材となるものが使用でき

るのは、校務で多忙な先生方にとっては有効な

情報だった。 

午後のワークショップでは、積極的に意見交換 

や資料作成を行い、プレゼン時に三宅先生に頂 

いたアドバイスが非常に助かった。研修を受講 

しても実際の授業に反映するのは、難しいのが 

現状だが、今回受講された先生方は、ワーク 

ショップを通して、そのイメージができたこと 

も大きな成果のようだった。 

福岡校では、高等学校との教育連携の一環とし 

て、情報モラル講演を開催し、普及に尽力して 

いる。実績としては、宮崎・熊本・佐賀・福岡 

の高校及び中学校にて講演を行っている。 

佐賀県教育庁(一部・二部) 佐久間 委員 情報モラルに関する様々な課題を、データとと

もに示してい ただき、現在のネット社会状況や

問題点について確認することができた。また、

「親子セミナー」で話された内容を紹介され、

ネット社会の特性やネット社会から子どもを守

る方法等についても理解を深めることができ

た。また、ワークショップでは、「ネット社会

の歩き方」のＨＰに掲載されている教材が質・ 

量ともに充実していることに満足されている参

加者が多く、ワークショップで作成した授業案

や研修会案だけでなく、他の教材や資料を用い

て授業等を実施したいという声もあった。 

ワークショップの時間が短く、話し合いが深め

られなかったのは残念だが、講演だけ の研修で

はなく、参加者同士の意見交換の時間が設けら

れており、そのことに参加者も満足されていた。   

授業や研修にすぐに活用できる教材・資料が豊

富に提供されていることを、参加者が実感でき、

情報モラル教育の実践意欲の喚起につながった

ことが成果である。参加者には、各学校や地域

において本セミナーの受講成果を積極的に還元

するようお願いしている。このセミナーは、県

立学校において必須研修という位置付けで実施

していることから、今後、情報モラル教育の実

施状況を報告してもらうとともに、今年度も県

内の教職員や保護者を対象とした情報モラル等

についてのシンポジウムを開催予定である。 
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(3) 受講者へのアンケート 

 セミナー内容を改善するために受講者へ下記アンケートを実施した。 

 
図表１２ 受講者向けアンケートシート（おもて） 
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図表１３ 受講者向けアンケートシート（うら） 
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1)受講者プロフィール 

 セミナー受講者のプロフィールを図表 14から 18 にまとめた。 

 
・性別年代別受講者数 

 どの年代においても、男性受講者の方が多い。年代別では 30歳台次いで 40歳台となっている。 

 
図表１４ 性別年代別受講者数（単一選択）  

  20歳代 30 歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 無回答 合計 

男性 38 71 55 40 7 1 0 212 

  17.9% 33.5% 25.9% 18.9% 3.3% 0.5% 0.0%   

女性 16 14 17 8 0 0 0 55 

  29.1% 25.5% 30.9% 14.5% 0.0% 0.0% 0.0%   

無回答 0 0 0 0 0      0 1 1 

合計 54 85 72 48 7 1 1 268 

  20.1% 31.7% 26.9% 17.9% 2.6% 0.4% 0.4%   

 

 
・学校種別受講者数 

 全国の学校種別の教員の人数が、小学校：中学校：高等学校＝１．０：１．４：１．５であるこ

とを鑑みると、中学校・高等学校での教員の比率が昨年より増えてきている。 

 

図表１５ 学校種別受講者数（単一選択） 

学校         

行政 その他 無回答 

合計 

小学校 中学校 
高等学

校 

特別支

援学校 
その他   

58 84 89 18 5 5 6 3 268 

21.6% 31.8% 33.2% 6.7% 1.9% 1.9% 2.2% 1.1%   

 

 

・役職別受講者数 

 一部の熱心な校長先生や教頭先生が受講されているが、教諭が圧倒的に多い。 

 

図表１６ 役職別受講者数（単一選択） 

校長 副校長 教頭 教諭 指導主事 その他 無回答 合計 

2 0 3 236 6 19 2 268 

0.7% 0.0% 1.1% 88.1% 2.2% 7.1% 0.7%   

 

 

・分掌分野別受講者数 

 勤務校で情報教育を担当されている先生が多いが、次いで「生徒指導」担当の先生が多い。 

 

図表１７ 分掌分野別受講者数（複数選択） 

教科指導 生徒指導 教務 情報教育 研修 その他 合計 

103 64 42 104 23 48 384 

26.8% 16.7% 10.9% 27.1% 6.0% 12.5%   

・担当教科別受講者数 

 担当教科別に特に偏りは無い。 
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図表１８ 担当教科別受講者数（複数選択） 

小学校 情報 技家 国語 社会 数学 理科 

57 25 16 10 19 31 34 

英語 音楽 美術 書道 保健体育 その他 合計 

13 3 4 2 26 62 302 

 

 

2)受講者のこれまでの情報モラル研修との関わり 

 セミナー受講者のこれまでの情報モラル研修との関わりを図表 19から 21 にまとめた。 

 

・過去の受講経験 

 過去に情報モラル研修を受講したことの無い先生の方が多かった。 

 

図表１９ 過去に、情報モラル指導者を養成する研修会に参加したことがあるか（単一選択） 

ある ない 合計 

80 186 264 

30.3% 69.7%   

 

 

・過去の講師経験 

 過去に情報モラル研修を企画したことが無い先生の方が多かった。 

 

図表２０ 過去に、情報モラルに関連したセミナー・研修の企画や講師を行ったことがあるか（単

一選択） 

ある ない 合計 

38 226 264 

14.4% 85.6%   

 

 

・本セミナーの受講動機 

 「上司からの指示」の割合は少なくなってはいるが、積極的に受講されている先生は少ないと思

われる。 

 

図表２１ 本セミナーの受講動機（単一選択） 

１：情報教育の担当になっているため 90 27.4% 

２：情報モラル指導のレベルアップの

ため 
152 46.2% 

３：上司からの指示があったため 57 17.3% 

４：その他 30 9.1% 

回答数 329   

 

 

3)本セミナーに対する評価 

・本セミナーは、今後の情報モラル研修会実施上の参考になるか。 

 97% の受講者が有用と考えている。 
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図表２２ 本セミナーの有用度（単一選択） 

参考にならない      <<<<<<      参

考になる 

1 2 3 4 

4 3 59 193 

1.5% 1.2% 22.8% 74.5% 

  
3or4の回答比率 

  
97.3%   

 

・本セミナーで利用した教材は、今後の情報モラル研修会に活用できるか。 

 98% の受講者が教材を活用できると考えている。 

 

図表２３ 本セミナー教材の有用度（単一選択） 

活用できない       <<<<<<       活

用できる 

1 2 3 4 

0 0 68 190 

0.0% 0.0% 26.4% 73.6% 

  
3or4の回答比率 

  
100.0%   

 

4)今後のセミナー開催予定 

 セミナーの開催を具体的に考えている先生が少ないことは今後の課題と考えている。 

     

図表２４ 今後のセミナー開催予定（単一選択） 

１．セミナー、研修会などの開催する     40 15.5% 

２．現時点で予定はないが、可能な規模・内容で計画したい 122 47.3% 

３．セミナー、研修会など開催の予定はない   79 30.6% 

４．その他         17 6.6% 

回答数           258   
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４．学習教材開発 

 
(1) 学習教材開発 

 平成 26年度に「中学生・高校生のための  ネット社会の歩き方」の冊子にいくつか新しいテー

マを学習教材として追加したが、スマートフォンの爆発的な広がりや、コミュニケーションサイト

に関連するトラブルが頻発していることを受け、過去の教材を見直し、当初 15教材の改訂を想定

していたが、実際委員会において検討した結果「現在使われなくなった言葉」「状況」などを含め

最新のコンテンツにするためには最低でも 19個のコンテンツの更新が必要であることがわかり、

19のコンテンツの改訂を実施した。 

 また、Ｗｅｂ教材はイラストに吹き出しの文字がある。音声が入っている。などの点から部分的

な修正ができなかった 8コンテンツについては全部作り直しとなった。 

教材の開発に際しては、対策が必要なトラブル事例のピックアップ、主テーマの選定、シナリオ

の開発、詳細シナリオの開発、アニメーション用絵コンテの開発、アニメーションの開発、音声デ

ータの付加、という手順をとった。 

 

図表２５ 学習教材一覧 

番
号 

担
当 

対
象 

タイトルと概要 

１ 西
田
委
員 

小
中
高 

◆肖像権に気をつけて 

・「肖像権」とはどのような権利かを知り，「肖像権」を尊重することを知る。 

２ 木
村
委
員 

中
高 

◆むやみにタップしてはダメ 

・Web ページでむやみにボタンをタップすると，ワンクリック詐欺などの被害にあ

う可能性があることを知る。 

３ 石
原
委
員 

小
中
高 

◆後輩からの相談 

・後輩からのネットトラブルに関する相談を受け，みんなで問題解決の方法を話し

合い，よりよい解決策は何かを吟味する態度を身につける。 

４ 榎
本
委
員 

中
高 

◆ＩＤ連動の恐怖 

・新しいサイトを利用するとき，他の SNS で使用している ID やパスワードでログ

インすると，さまざまな問題が生じる可能性があることを知る。 

 

５ 佐
久
間
委
員

員 小
中
高 

◆プリペイドカードは本当に便利なの？ 

・プリペイドカードは便利なシステムだが，カードの買い過ぎやゲーム依存に陥る

危険があること，また番号さえわかればカードが無くても使えるため，トラブルが

起こる可能性があることを知る。 

６ 梶
本
委
員 

中
高 

◆無断でアクセスポイントを利用すると 

・パスワードが設定されている無線 LANに，いろいろなパスワードを試して，無断

で接続することは法律違反となることを学ぶ。 

 

７ 三
宅
委
員 

 

中
高 

◆スマホのマナー 

ネットに投稿されている写真や，歩きスマホの問題を通して、スマートフォンの利

用上のマナーについて考える。。 
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８ 高
橋
委
員 

中
高 

◆パスワードが盗まれたら 

ID やパスワードが盗まれて被害が発生した事例を通して，ID やパスワード管理の

重要性を知る。 

  

図表２６ 学習教材開発担当者一覧 

所属 役職及び氏名 役割 

株式会社クレステック スーパーバイザー   古川 功一 総括責任者 

フリー            市田 晶子 シナリオライター 

ＲＭＥ株式会社            柴田 勝俊 音声ディレクター 

アッセンブラージュ株式会社            田口 義治 ミキサー 

ＲＭＥ株式会社            天野 未来 声優 

 同上            新井 慶太 声優 

 同上            筏井かなえ 声優 

 同上            伊藤あすか 声優 

 同上            因幡 優子 声優 

 同上            入倉 敬介 声優 

 同上            上田 那央 声優 

 同上            榎 マリ子 声優 

 同上            小倉 直寛 声優 

 同上            北川 ゆめ 声優 

 同上            合田慎二郎 声優 

 同上            高橋 春香 声優 

 同上            西澤 香奈 声優 

 同上            平林 正 声優 

 同上            宮内佐和子 声優 

 同上            八劔すみれ 声優 

 同上            横田 和輝 声優 

 

 

図表２７ スタジオアッセンブラージュでの学習教材のシナリオ微調整の様子 

（平成２８年２月８日） 

 
 
図表２８ スタジオアッセンブラージュでの学習教材への音入れの様子（平成２８年２月８日） 
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(2) 学習教材例 

 今回開発した教材は以下の特長を有している。 

 ・当社団の WEB ページで直接利用できる。 

  ・WEB ページからダウンロードして利用することも可能としている。 

  ・いずれの教材も 4分未満であり、小中高校の教員が授業で使い易くしている。 

  ・いずれの教材も音声データが入っており、自学用にも使用できる。 

 

図表２９ 教材番号６７「パスワードが盗まれたら」の流れ 

場面 イメージ 概要 

０１ 

 

・インターネットの多様なサービスが、パソコン

とスマートフォンの両方から利用でき、便利にな

った反面、ＩＤとパスワードの漏えいに伴う被害

が多発している。対策として、ＩＤ・パスワード

の正しい管理により、被害を予防することが求め

られる。 

０２ 

 

＊ネットのトラブルを先生に相談に来たカイト 

先生が机で作業している。ドアをノックし、カイ

トが入室。 

カイト「先生、相談があります。」 

先生「どうしたの？カイト君」 

カイト「実は、ネットで貯めていたポイントが消

えたんです。」 

０３ 

 

カイト「2000ポイント以上あったのに，今はゼ

ロになってしまってて…」 

 

先生「そうか まずはポイント履歴を見てみよ

うか」 

０４ 

 

先生「うーん 電子マネーに交換されてるね…」 

 

カイト「ぼくは交換した覚えがないし，電子マネ

ー番号もぼくのとは違うんです…」 
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０５ 

 

先生「とすると…だれかに ID とパスワードを盗

まれたのかもしれないなぁ…」 

カイト「…やっぱり…」 

 

カイト「どうしたらいいですか…？」 

先生「うん，まず，証拠として画面を保存して，

パスワードを変更したほうがいいな」 

０６ 

 

イチロー「おい，カイト！ここにいたのか 

昨日のカードの代金，返してくれよ」 

 

 

 

カイト「え？何のこと？」 

０７ 

 

イチロー「オマエに頼まれて買ってあげたプリペ

イドカードだよ」 

 

カイト「なんだそれ…そんなもの頼んでないよ」 

 

イチロー「えー？忘れちゃったのか？」 

 

イチロー「じゃあ これ見ろよ」 

０８ 

 

カイト「いまヒマ？」 

イチロー「ヒマだけど」 

カイト「ちょっとたのみがあるんだけど」 

イチロー「なに？」 

カイト「NetCoin カード買いたいんだけど」 

カイト「いまちょっと手がはなせなくて 

買っておいてくれる？」 

イチロー「いいけど」 

カイト「1000円のカード 2枚お願い！ 

それで，裏のコードを写真に撮って送ってくれ

る？」 

０９ 

 

イチロー「わかった」 

カイト「ありがとう！お金は明日返すよ」 

 

 

 

カイト「えー？オレ，こんなの送ってないしー」 

 

ありがとう！ 

お金は明日

返すよ 
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１０ 

 

イチロー「この画面が証拠だろ」 

 

カイト「そんなぁ…」 

 

 

先生「どうやらアカウントを乗っ取られたようだ

なぁ…」 

１ 

 

カイトとイチロー「乗っ取り!?」 

 

先生「このメッセージのカイト君は，ニセモノの

なりすましだよ」 

 

先生「カイト君の ID とパスワードを盗んだ人が

悪さをしているようだな」 

１２ 

 

ヒカリ「先生！私のスマホがっ たた大変なんで

すっ！」 

 

先生「ヒカリさん，どうしたの?」 

 

 

ヒカリ「み，身代金だってー！」 

１３ 

 

悪者「おまえのスマホを乗っ取った。身代金を払

わなければすべてのデータを消去する」 

 

 

ヒカリ「急に画面がロックされて…こんなメッセ

ージが…」 

１４ 

 

先生「これは…スマホが遠隔操作されてるようだ

ね…」 

 

ヒカリ「えー？遠隔操作ー？？」 

 

先生「とにかく警察に相談したほうがいい 身代

金なんて払ってもだめだぞ」 
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１５ 

 

＜時間経過＞ 

１６ 

 

先生「たとえば…名前や生年月日とか簡単にわか

るパスワードにしていないかな？」 

 

カイトとヒカリ「してません！」 

１７ 

 

先生「じゃあ…IDとパスワードを他人に聞かれる

ようなところで話したことはないかな？」 

 

先生「たとえば，バスの中とか」 

 

 

ヒカリ「ありません！」 

 

カイト「あ…」 

１８ 

 

先生「いろんなサイトで同じ ID とパスワードを

使いまわしたことは？」 

 

 

カイトとヒカリ「あぁっ!!」 

１９ 

 

がっくりした表情のヒカリ、カイト、イチロー 

 

SE（ホワンホワン～） 

 

黒バックに包まれていく 
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２０ 

 

全画面黒バックの後、 

「なぜこんなことになってしまったのでしょう

か？」 

 

  ・この教材のように「こんなことをしてはいけないよ」と教えるのではなく、「なぜ、こんなこ 

  とになってしまったのか皆で話し合おう」というオープンエンドの教材が多く、児童・生徒に 

  少しでも考えさせる場面を提供することを狙っている。 
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５．成果発表会 

  
 当事業の活動内容を広く広報するために、平成２７年度 JAPET&CEC 教育の情報化推進フォーラ

ムにおいて「導入が進むタブレットでも活用 ～ネット社会の歩き方～」と題して分科会 B を開

催した。 

 

 分科会の概要は以下の通りである。 

 ・開催日時  平成 27年 3月 4日  16時～17時 40分 

 ・国立オリンピック記念青少年総合センター 国際交流棟 

  ・来場者数    ワークショップ参加者      60名 

                ワークショップ非参加者    50名 

  ・プログラム  JAPET&CEC が提供している学習教材の使い方の紹介 

                学習教材を使った授業設計 

                授業のポイントの発表 

 

図表３０ 成果発表会の様子 講義その１ 

 
 

図表３１ 成果発表会の様子 グループ討議 

 
 

図表３２ 成果発表会の様子 ワークショップ 
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６．まとめ 

 
 近年のＩＣＴ機器の進展は目覚ましく、個々のハードウェアやソフトウェアに対応した情報モラ

ル教育は事実上不可能になっている。学校教育でよく言われる「流行と不易」を、教える側が良く

考え取り組む必要がある。 

 

スマートフォン、携帯ゲーム機の普及により、平易にいつでもどこでもインターネットを利用で

きる環境が子どもたちに急速に拡大した。それらの変化により誹謗中傷や言葉不足からのいじめ、

ネット犯罪の被害や更に加害者となる事例、生活に支障をきたすまでのネット利用などの事例が更

に深刻化した。今回の事業は、子どもたちに有効な情報モラル指導を実施させ、充実したコミュニ

ケーションを取れるための指導を行い、更にネット依存の手前で立ち止まるための指導を行えるた

めの対策とした事業を実施した。 

ここにおいて、公益財団法人ＪＫＡの補助金を原資として、ＪＡＰＥＴ＆ＣＥＣが情報モラル指

導の教材開発と教員向けセミナーを開催することは非常に社会的に価値があると考えている。文部

科学省の学習指導要領に基づいた「不易」の部分に関する指導方法の研修と、マスコミへの掲載記

事に基づいた「流行」の部分に関する最新の事故、事件、リスク回避方策の伝達は、日々児童・生

徒と接している教員にとって指導時の参考になっている。 

 

ＪＡＰＥＴ＆ＣＥＣでは、「不易」な面での道徳を中心とする「心を磨く」領域の教材提供に特

に力を入れていきたい。一方で、「流行」の面では情報を中心とする「情報の知識」「情報の理解」

領域の教材提供に力を入れていきたい。具体的には来年度も教員向けセミナーの開催と陳腐化（例

えば、ガラケーや出会い系サイトを題材にした教材）した学習教材の更新を予定している。 

 

最後に、少しでも多くの教員が情報モラル指導を実践できるよう、ＪＡＰＥＴ＆ＣＥＣおよび委

員全員が啓蒙活動に邁進する所存である。 

 

以 上 
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第２章 

 コミュニケーション力育成のための事業 
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１．事業の目的 

 
インターネットは、社会生活の一部となり、買い物や予約申込み等は電話よりもむしろインター

ネットを利用して行い、インターネット無しでは考えられないというほど、社会生活に浸透してい

る。また、スマートフォンがフィーチャーフォンを上回って普及する現状では、インターネットへ

の入り口となる端末は、パソコン、携帯電話からスマートフォン、タブレット端末、ゲーム機、音

楽プレーヤーのように多様化すると同時に、いつでも、どこでも、誰でもインターネットに接続し

て、利用できるものとなっており、児童・生徒は保護者の目の届かないところで利用できるように

なった。 

 

このように身近になったインターネットであるが、その利用により手軽に多くの情報を入手した

り、見知らぬ人々とコミュニケーションを取ったり、自宅での買い物も手軽にできるなど、様々な

ことが手軽にかつ安全安心にできるようになると同時に、もう一方では児童・生徒が SNS や無料

ゲームなどのコミュニティサイトで犯罪などに巻き込まれる事例も発生している。 

 

JAPET&CEC では、児童・生徒の安全安心を願い「教育現場の ICT 安全安心対策事業」を展開し

ており、この中の一つの事業として「コミュニケーション力育成のための事業」を実施している。 

 

文部科学省の学習指導要領では「言語活動の充実」と記載されているものの、具体的な内容は現

場の教員に任されている。我々は、全国の教員に対する実態調査から、言語活動のスキルレベルを

協調的段階としての「対話」「交流」と、主張的段階としての「討論」「説得・納得」の４つの段

階に分類すると共に児童の発達段階に応じた指導方法を整理した。 

 

そして全国の教育委員会でセミナーを開催できるように、以下のような研修モジュールとしてま

とめた。 

A:理論概説 

B:課題改善 

C-1:パネル討論 

C-2:ブレーンストーミング 

C-3: ブレーンストーミング＋KJ法 

C-4:イメージマップ 

C-5:バズセッション 

C-6:ポスターセッション 

研修会の開催に際しては、この研修モジュールを組み合わせて実施することとした。 

また、研修内容は、昨年度実施した結果課題としてあがった、研修内容の授業へのさらなる定着

である。 

確実に学習活動に活かしていく、またはさらなる定着のために、一箇所について研修を二回実施

した。 

 第一回目の研修で、コミュニケーションツールを活用したワークショップを体験し、第二回目の

研修では、一回目の研修で習得したコミュニケーションツールを活用した授業提案をしてもらい、

実際に実践授業を行うというものである。実践授業後、授業者と学校内の先生方で、授業検討会を

開き、良かった点、課題となった点、またその改善方法を検討し合い、提案授業内容をさらにブラ

ッシュアップしていくものである。 
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２．作業項目とスケジュール／作業体制 

 
(1) 作業項目とスケジュール 

  作業項目とスケジュールは下記の通りである。 

 

図表１ 作業スケジュール  
平成２７年 平成２８年

作業項目  4月  5月  6月  7月  8月  9月 10月 11月 12月  1月  2月  3月

委員会開催 ▼①
13

開催地公募 --------▼

テキスト改訂   ▲---▼

セミナー開催   ▲---------------------------------------------▼

学習教材開発     ▲-------------------------------------------------▼

成果発表会 ▼
4

 

 

(2) 委員会の設置 

本事業では有識者で構成する「コミュニケーション力育成検討委員会」を組織して作業に取り組

んだ。全２回の委員会を計画（実際には、１回のみ開催）し、作業スケジュールの策定、セミナー

開催地の公募と採択、セミナー用テキストの改訂、セミナー開催時の講師、成果発表会での報告等、

本事業の全体を管理した。 

また、テキスト改訂の実作業、開催地の教育委員会との連絡、セミナー開催準備は事務局が担当

した。 

   

図表２ 委員一覧 

所属 役職及び氏名 

放送大学 教授     中川 一史 

船橋市総合教育センター 所長     秋元 大輔 

鳥取県岩美町立岩美中学校 教諭     岩崎 有朋 

金沢星稜大学 教授     佐藤 幸江 

柏市立柏第二小学校 教頭     佐和 伸明 

宮城県教育庁生涯学習課 課長補佐      成瀬 啓 

柏市立中原小学校 校長     西田 光昭 

鹿児島大学 講師       山本 朋弘 

金沢星稜大学 教授     村井 万寿夫 

茨城大学 准教授        小林  祐紀 

 

図表３ 事務局等の体制 

所属 役職及び氏名 役割 

一般社団法人日本教育情報化振興会 専務理事     鶴田 雅文 責任者 

 同上 事務局      吉田 真和 総括 

 同上 普及促進部    渡邉 浩美 連絡窓口、ｾﾐﾅｰ対応 

 同上 総務部         赤松伊佐代 JKA対応 
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(3) 委員会開催 

 対面での委員会開催の他、メールによる検討・決議を行った。委員会の開催日、議題は下記の通

りである。 

 

図表４ 委員会開催実績 

開催回数 開催日 議題 

第一回 27. 6.13 ・年度スケジュールの確認 

 *WG1: 21世紀コミュニケーション力育成セミナーの実施と評価 

  *WG2: 授業マイスターの選定と公開に関する検討 

  *WG3: コミュニケーションツール活用に関するパッケージの開発 

・セミナー開催地採択と担当委員の選定 

・テキスト改訂カ所の検討 

 

 

(4) 開催地公募 

 研修会の開催地は以下の要領で行った。 

 1)テーマ 

    「コミュニケーション力育成のポイント」 

 2)開催時期と時間 

    平成 27年 5月から平成 28年 1 月の間の午後、最低 2時間 30分 

 3)対象受講者と会場あたりの定員 

    教職員   約 30名程度（目安） 

 4)開催会場 

    地方自治体等の無償で利用できる会場 および 

  平成 28年度活動を見据えたトライアルセミナー(１回:有料会場) 

 5)セミナーの具体的な内容 

  ICT 社会におけるコミュニケーション力の育成検討委員会と貴教育委員会の協議で決定する 

 6)セミナーのプログラム（例） 

    ◆同一地域での二回開催を基本とする◆ 

  第１回目：コミュニケーション力を育成する授業とは 

テーマ：コミュニケーション力の重要性 

   概 要：21世紀型コミュニケーション力の概説 

              コミュニケーションスキルの分類 

              コミュニケーション力を育成するツールの紹介 

         コミュニケーションツールを使ったワークショップ 

   講 師：学識経験者 

 

  第２回目：実践授業 

      テーマ：第１回目のセミナーで習得したスキルを実際の授業で実践する 

   概 要：実践授業の実施 

       授業研究会の開催 

       （授業研究会の中でもコミュニケーションツールを活用する） 

      講  師：学識経験者 

 

 

(5) セミナー用テキスト改訂 

 セミナー用テキストの中の誤字脱字を中心に改訂作業を行った。また、コミュニケーション力育

成ツールの差し替えを行った。 
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３．セミナー開催 
 

(1) セミナー開催 

 本事業で提供するセミナーは、全国の小中学校が掲げている研究テーマの一プログラムとして実

施される場合が多い。この関係で、教員が比較的時間を確保し易い、夏休み或いは冬休み期間に開

催が集中している。 

 

図表５ セミナー開催実績 

開催回数 開催日 開催場所 講師 人数 

第 一回 27. 5.30 石川県教育工学研究会・金沢星稜大学 

( 研究会 ) 

佐藤  委員  30名 

第 二回 27. 7. 7 大田原市立金田南中学校( 研究会 ) 山本  委員  40名 

第 三回 27. 8. 4 熊本県高森町教育委員会( 研究会 ) 山本    委員  46名 

第 四回 27. 8. 5 岡山中央中学校区幼小中連絡協議会(研究会) 成瀬   委員  72名 

第 五回 27. 8.26 佐賀県みやき町立中原小学校( 研究会 ) 中川 委員長 

山本   委員 

 21名 

第 六回 27. 8.31 仙台市立六郷小学校( 研究会 ) 佐藤  委員  31名 

第 七回 27. 8.31 船橋市立坪井小学校( 研究会 ) 中川 委員長 

西田  委員 

楠本  委員 

 58名 

第 八回 27.11. 6 熊本県高森町教育委員会( 実践授業 ) 中川 委員長 

山本   委員 

350名 

第 九回 27.11.25 岡山市立岡山中央中学校( 実践授業 ) 成瀬  委員  39名 

第 十回 27.12. 7 仙台市立六郷小学校( 実践授業 ) 佐藤  委員  30名 

第十一回 27.12. 8 石川県教育工学研究会・羽咋市立瑞穂小学校

( 実践授業 ) 

佐藤  委員  14名 

第十二回 27.12.14 船橋市立坪井小学校( 実践授業 ) 秋元  委員 

佐和  委員 

 57名 

第十三回 27.12.15 佐賀県みやき町立中原小学校( 実践授業 ) 中川 委員長 37名 

第十四回 27.12.22 大田原市立金田南中学校( 実践授業 ) 山本  委員  35名 

第十五回 28. 1.15 21 世紀コミュニケーション力育成セミナー・

リファレンス博多駅東 

( 記念講演・授業実践・ワークショップ ) 

赤堀  会長 

中川 委員長 

佐藤  委員 

山本    委員 

 95名 

合計    955名  

 

 

図表６ 大田原市立金田南中学校での研究会風景（平成２７年７月７日） 
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図表７ 岡山市立岡山中央中学校で研究会風景（平成２７年８月５日） 

  
 
図表８ 船橋市立坪井小学校での研究会風景（平成２７年８月３１日） 

   
 
図表９ 佐賀県みやき町立中原小学校での実践授業と研究会の風景（平成２７年１２月１５日） 

   
 

図表１０ 福岡セミナー（リファレンス博多駅東）でのワークショップの風景 

（平成２８年１月１５日） 
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(2) セミナー開催団体の所感  

コミュニケーション力の育成研修の開催団体からは，研修開催後に実施報告書を提出してもらう。

開催団体からの実施報告書（抜粋）を以下に示す。 

本セミナーは同一地域での二回開催を基本としており、１回目の開催では「コミュニケーション力

を育成する授業とは」ということで、概念、ツールなどについて学んでいただき、第 2 回目では、

実践授業、第１回目のセミナーで習得したスキルを実際の授業で実践する。として実際に実証事業

を実践していただくほか、講師によるモデル授業の様子を学んでいただいた。 

 

①  熊本県高森町教育委員会(研究会) 

図表１１ 

開催日時 平成 27年 8月 4日(火)  １３時３０分 ～ １５時３０分 

開催場所 高森町立高森東小学校・高森中央小学校・高森東中学校・高森中学校 

参加者人数  ４６名 内訳：指導主事    ０ 名（社会教育主事含む） 

        小学校教員  ２７ 名   特別支援学校教員  ０ 名  

        中学校教員  １７ 名   研究教諭・研究員  ０ 名 

        高等学校教員  ０ 名    他          ２ 名 

研修の狙い ○ブレーンストーミングやＫＪ法バズセッション等の思考ツールを教師がワークシ
ョプ型研修の中で実際に体験・習得する。 
○実際の授業で思考ツールを子どもたちに活用させることにより，コミュニケーシ
ョン力の向上につなげる。 

考察 ○模擬授業    場所：英語ルーム 

〔模擬授業１〕 佐賀市立赤松小 横地 千恵子 教諭 

 小学校５年国語科のパンフレット作りにおいて，模擬授業が行われた。掲載する

記事を選別する場面では、隣の人との対話を通してふるさとの良さについて考えを

出し合い、既有の知識を確認できるようにした。また、高森町の良さをどのように

伝えるかについては、イメージマップを用いて、全体の意見を一覧して整理した。 

〔模擬授業２〕 高森中央小学校 城井 順一 教諭 

 小学校５年の情報産業学習において、模擬授業が行われた。先ず、新聞のテレビ

欄を一人一台のタブレット端末にデジタルシートとして配布し、テレビ編成の工夫

について調べさせた。どのような視点で調査を進めるかについては、班毎に判断さ

せるようにした。これにより、複数の情報から必要な情報を取り出しながら、主体

的に課題解決に向かわせることができた。 

○グループ協議 

 模擬授業の内容について、ワークショップ形式で協議が行われた。手法としては、

ブレーンストーミングと KJ法を併せて用いた。具体的には、ＣＥＣ２１ワークシ

ョップ研修モジュールを用い、「思考力・表現力の育成を図る ICT活用について」

というテーマを共有した。次に、基本ルールと進め方を理解し、KJ方を用いて模擬

授業の内容について意見を交流した。複数の班に発表してもらい、それぞれの良さ

を共有するようにした。この研修により、コミュニケーション力の育成を図る授業

の展開について具体的事例をもとに考えを深めることができた。 

○講話 

 熊本県庁教育政策課の山本朋弘主幹（現鹿児島大学教育学部）による講話では、

協調的レベルから主張的レベルに段階的に指導を行うことで、協働的な学びの質を

向上させることができることを学んだ。児童の発達段階を考慮して、系統的・計画

的にコミュニケーション力の育成を図る指導の充実を図る必要がある。 
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研修開催後

についての

アクション

（研修開催

後に、どの

ように研修

内容を活か

したのかを

お書き下さ

い） 

・模擬授業において学んだ手法を、実際に授業で取り入れるようにした。具体的に

は、３年生国語科について、イメージマップを用いてキーワードを整理することで

説明文の読み取りに生かすことができた。また、４年社会科において、地域の環境

保全のために行われている様々な取組を KJ法を用いて整理し、調査課題を明確にす

ることができた。算数・数学科においても学習班におけるブレーンストーミングを

通して協働的な学びを活性化し、授業のねらい達成につなげることができている。 

・研修プランによるモジュール内容説明資料を参考にすることで、コミュニケーシ

ョン力の育成につながる様々な手法を教師自身が自主的に学ぶことができた。 

・町内小中４校それぞれでの校内研修において、ブレーンストーミングの手法を用

いて協議を進めるようにした。特に、アイディアの量にこだわることやアイディア

を融合させて改良することの意義を認識することで、授業改善につながる話合いを

実現することができた。 

・１１月６日の高森町小中学校研究発表会では、イメージマップやブレーンストー

ミングを活用した社会科授業を提案する予定である。これまでの調査活動やまとめ

学習において、日常的にこれらの手法を取り入れてきた成果を示すことができると

考える。 

 

 

 

 

 

②  佐賀県みやき町立中原小学校(研究会) 

図表１２ 

開催日時 平成２７年８月２６日(水)  １３時３０分～１５時３０分 

開催場所 佐賀県 みやき町立中原小学校 

参加者人数  ２５名 内訳：指導主事   名（社会教育主事含む） 

       小学校教員 ２５名  特別支援学校教員   ０ 名  

       中学校教員  ０名  研究教諭・研究員   ０ 名 

      高等学校教員  ０名  他           ０  名 

研修の狙い ○イメージマップとタブレット端末を活用した模擬授業・ワークショップを行う

ことで、教職員の授業力アップと児童生徒のコミュニケーション力育成をめざす。 

 

考察 ○模擬授業では、6年生の総合的な学習「中原小のよさを伝えよう」の導入とし

てイメージマップを活用した単元構成で実施した。「中原小のよさ」としてこれ

からも残してほしい伝統についてイメージマップでイメージを広げ、グループで

課題を絞っていくものである。タブレット端末の活用では、主な行事等の写真を

見られるように、決まったイメージマップを写真にとり、全体共有する場面で活

用した。 

○模擬授業後は小グループごとに「よかったところ」「改善点、課題」を付箋に

書き、出し合い、全体で共有した。イメージマップに関しては、観点があったこ

とでイメージが広がった、という意見と逆に広がりが制限された、という意見も
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あり、何をどう書かせるかねらいをしっかり定めて書かせることが大切だと思っ

た。 

○イメージマップを書かせた後、一人→二人ペアと意見を広げ、その後グループ

で 3項目に絞る話し合いをしたが、３つに限定することで、グループでの話し合

いが活発になっていた。コミュニケーションを活性化させるために限定すること

は手だてとして有効だった。 

○タブレット端末は導入されてはいるが、まだ不安をもっている職員もたくさん

おり、ワークショップでも不安の声がたくさん聞かれた。授業場面を通して活用

イメージを広げ、ミニ研修などでスキルアップを図っていきたい。 

○ワークショップを受けて、中川先生、山本先生に、イメージマップの拡散的思

考と集中的思考について、段階制について、共有のレベルについて、タブレット

端末の成功例、失敗例など詳しく話をしていただいたので、参加者からもイメー

ジマップでの活用イメージが広がり大変参考になったという感想が多数あがっ

た。今後の授業に活かしていきたい。 

 

 

研修開催後

についての

アクション

（研修開催

後に、どのよ

うに研修内

容を活かし

たのかをお

書き下さい） 

○研修後、いくつかの学年でイメージマップを取り入れた授業を行った。  

①３年生 国語「すがたをかえる大豆」 

②４年生 学級活動（食育）「みんなの朝ご飯は？」  

③総合的な学習「大豆を育てよう」 

④６年生 算数「拡大図・縮図」   

など。 

①は、教科書の本文の構成をつかませるためのイメージマップ 

②③はキーワードからイメージを広げるイメージマップ 

④は学んだ事を整理する目的でのイメージマップとして取り入れた。 
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③ 大田原市立金田南中学校(研究会) 

図表１３ 

開催日時 平成２７年７月７日(火) １３時３０分～１５時３０分 

開催場所 大田原市立金田南中学校 

参加者人数 ２７名  内訳：指導主事  ２ 名（社会教育主事含む） 

        小学校教員 ２５ 名  特別支援学校教員  名  

        中学校教員    名  研究教諭・研究員   名 

       高等学校教員    名  他          名 

研修の狙い イメージマップとタブレット端末を活用した模擬授業・ワークショップを行う

ことで、教職員の授業力アップと児童生徒のコミュニケーション力育成をめざ

す。 

 

 

考察 ○模擬授業では、6年生の総合的な学習「中原小のよさを伝えよう」の導入と

してイメージマップを活用した単元構成で実施した。「中原小のよさ」として

これからも残してほしい伝統についてイメージマップでイメージを広げ、グル

ープで課題を絞っていくものである。タブレット端末の活用では、主な行事等

の写真を見られるように、決まったイメージマップを写真にとり、全体共有す

る場面で活用した。 

○模擬授業後は小グループごとに「よかったところ」「改善点、課題」を付箋

に書き、出し合い、全体で共有した。イメージマップに関しては、観点があっ

たことでイメージが広がった、という意見と逆に広がりが制限された、という

意見もあり、何をどう書かせるかねらいをしっかり定めて書かせることが大切

だと思った。 

 

 

 

研修開催後につ

いてのアクショ

ン（研修開催後

に、どのように

研修内容を活か

したのかをお書

き下さい） 

研修後、いくつかの学年でイメージマップを取り入れた授業を行った。  

①３年生 国語「すがたをかえる大豆」  

②４年生 学級活動（食育）「みんなの朝ご飯は？」 ③総合的な学習「大豆

を育てよう」 

④６年生 算数「拡大図・縮図」   

など。①は、教科書の本文の構成をつかませるためのイメージマップ 

②③はキーワードからイメージを広げるイメージマップ 

④は学んだ事を整理する目的でのイメージマップとして取り入れた。 
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④  大田原市立金田南中学校 (実践授業) 

図表１４ 

開催日時 平成２７年１２月２２日(火) １３時００分～１５時００分 

開催場所 大田原市立金田南中学校 

参加者人数 ３０名  内訳：指導主事  ２ 名（社会教育主事含む） 

        小学校教員 ２５ 名   特別支援学校教員    名  

        中学校教員    名   研究教諭・研究員     名 

       高等学校教員    名   他          ３ 名 

研修の狙い ○タブレット端末等の ICTを活用した協働学習の授業を実施し、参観した教師

を対象にした授業研究会やワークショップを行うことで、教職員の授業力アッ

プと児童生徒のコミュニケーション力育成をめざす。 

 

考察 １．実施した授業の内容 

（１）学年・教科 

  中学校２年国語  単元名 「モアイは語る―地球の未来」 

（２）授業者 

  ２年２組 佐々木 亮太  

（３）授業の目標 

  話し合い活動を通して意見交換をし、根拠を明確にして答えを 

    読み取ることができる。 

（４）授業での活用の様子 

  個人でまとめたことをグループで話し合い、タブレットにまとめる。 

（５）授業研究会の様子 

  コミュニケーション場面での様子について質問や意見が多く出され、 

    地域での教育課題として、児童生徒のコミュニケーション力育成の重要性

が 

    認識されていた。タブレット端末の活用においては、導入後の授業研究会

で 

    あり、これからの活用促進を促す好事例となった。 

（６）講話・助言 

  授業研究会後半には、授業を参観した感想を中心にした講話を行った。 

    また、協働的な学びをどのように展開すると良いかも助言するようにし

た。 

 

研修開催後に

ついてのアク

ション 

研修後に、教師向けアンケートを回答してもらい、研修への評価を実施するよ

うにした。これらの研修評価の結果を受けて、今後必要となる手立てを検討し

ていく必要がある。 

研究授業の様子を映像で記録するようにしており、授業者を含め、学校現場で

振り返る機会を設けるようにしたい。また、コミュニケーション力育成の重要

性を学校や地域全体で共通理解できるように、啓発活動を継続して取り組むよ

うにする。 
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４．学習教材開発 

 
 過去、平成２２年度から平成２４年までの３年間を通じてコミュニケーション力を育成するため

の授業例を中心としてまとめた教材（研修モジュール）を開発した。今回は、学校や地域での研修

会で実施したりしてきた 21 世紀型コミュニケーションを育成するツールとしてのタブレット端末、

ホワイトボード、思考ツールのマッピングをもとに、その活用効果や授業での活用における留意点

について深めていった。開発した教材（研修モジュール）は、以下の構成となっている。 

 

図表１５ 学習教材（研修モジュール）の内容 

 タイトル 構成 

Ａ ブレーンストーミング・

ＫＪ法 モジュール 

参加型の学習方法である「ブレーンストーミング」及び「ＫＪ法」

を体験するワークショップ 

 

 

Ｂ イメージマップ 

モジュール 

イメージマップの基本から応用までを体験するワークショップ 

 

 

 

Ｃ ホワイトボード 

モジュール 

21 世紀型コミュニケーション力とは何かを理解し、ホワイトボ

ードの特性を体験するワークショップ 

 

 

Ｄ タブレット端末 

モジュール 

タブレット端末のツールとしての特徴を理解し、その活用バリエ

ーションの充実を目指す 
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５．成果発表会 

  
 当事業の活動内容を広く広報するために、平成２７年度 JAPET&CEC 教育の情報化推進フォーラ

ムにおいて「授業におけるコミュニケーションツールの活用 ～タブレット端末、ホワイトボード、

マッピングをもとに～」と題して分科会 H を開催した。 

 

 分科会の概要は以下の通りである。 

 ・開催日時  平成 28年 3月 5日   9時 30分～10時 40分 

 ・国立オリンピック記念青少年総合センター 国際交流棟 

  ・来場者数    パネル討論参加者         150名 

   コーディネータ ： 放送大学        教授 中川 一史 

   パネリスト   ： 金沢星稜大学       教授 佐藤 幸江 

鹿児島大学       講師 山本 朋弘 

船橋市総合教育センター 所長 秋元 大輔 

 

 

図表１６ 成果発表会の様子・趣旨説明  

 
 
図表１７ 成果発表会の様子 パネル討論 
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６．まとめ 
本研修は、「ＩＣＴ社会におけるコミュニケーション力の育成」を、学習活動の中にどの 

ように取り込んでいくか、その取組を支援する研修を企画しました。 

今年度は、全国の教育委員会や学校において、８ヵ所１５回開催しました。 

 第一回目の研修で、コミュニケーションツールを活用したワークショップを実際に体験し、 

第二回目の研修で、一回目の研修で習得したコミュニケーションツールを活用した授業を実 

践した。  

授業後、校内研究会として授業者と学校内の先生方で授業検討会を開き、その中でもブレー 

ンストーミングやＫＪ法を用いて、良かった子点、課題となった点、また、その改善点等忌憚 

のない意見が多数あがった。詳細は、前述の３項(2) セミナー開催団体の所感を参照していた 

だきたい。  

また、受講された教育委員会／学校に対し、受講者のアンケートとは別に、以下の３点を 

記述式で回答してもらった。 

１．研修の狙い 

２．考察 

３．研修開催後についてのアクション 

（研修開催後に、どのように研修内容を活かしたのか）  

 

研修の狙いで一番多かったのは、「子どもたちのコミュニケーション能力を育成していく 

には、コミュニケーションツールを実際の授業でどのように活用していくのか」という課題 

だった。 

また、考察の中では、 

・模擬授業の内容について、ワークショップ形式で協議が行われた。手法としては、 

ブレーンストーミングと KJ法を併せて用いた。具体的には、ワークショップ研修 

モジュールを用い、「思考力・表現力の育成を図る ICT活用について」というテーマ 

を共有した。次に、基本ルールと進め方を理解し、KJ方を用いて模擬授業の内容に 

ついて意見を交流した。複数の班に発表してもらい、それぞれの良さを共有するよう 

にした。この研修により、コミュニケーション力の育成を図る授業の展開について具 

体的事例をもとに考えを深めることができた。 

・協調的レベルから主張的レベルに段階的に指導を行うことで、協働的な学びの質を 

向上させることができることを学んだ。児童の発達段階を考慮して、系統的・計画 

的にコミュニケーション力の育成を図る指導の充実を図る必要がある。 

・タブレット端末の活用では、主な行事等の写真を見られるように、決まったイメー 

ジマップを写真にとり、全体共有する場面で活用した。 

・イメージマップに関しては、観点があったことでイメージが広がった、という意見と 

逆に広がりが制限された、という意見もあり、何をどう書かせるかねらいをしっかり 

定めて書かせることが大切だと思った。 

・イメージマップを書かせた後、一人→二人ペアと意見を広げ、その後グループで 3項 

目に絞る話し合いをしたが、３つに限定することで、グループでの話し合いが活発に 

なっていた。コミュニケーションを活性化させるために限定することは手だてとして 

有効だった。 

・タブレット端末は導入されてはいるが、まだ不安をもっている職員もたくさんおり、 

ワークショップでも不安の声がたくさん聞かれた。授業場面を通して活用イメージを 

広げ、ミニ研修などでスキルアップを図っていきたい。 

・ワークショップを受けて、イメージマップの拡散的思考と集中的思考について、段階 

制について、共有のレベルについて、タブレット端末の成功例、失敗例など詳しく話 

をしていただいたので、参加者からもイメージマップでの活用イメージが広がり大変 

参考になったという感想が多数あがった。今後の授業に活かしていきたい。 
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・一斉授業を中心に行っていた本校の授業形態を，班単位・グループ単位にして活動を 

する方が，コミュニケーション力を高める際に有効であること，その際に思考ツール 

としての付箋をもちいることが，コミュニケーション力を高めることにつながること 

が，理論的に理解できた点が良かった。 

といった考察がされており、今後実際の２１世紀型コミュニケーション力育成のための 

授業につながっていくと思われる。 

 

 

７．継続とさらなる定着 

学習活動へのさらなる定着をするために、具体的な授業提案をサポートする「授業マイス 

ター」を選定し、研修後の授業提案や授業実践を全面的にサポートしていく内容を検討中で 

ある。  

１０種類の研修モジュールと６種類のコミュニケーションツールの研修コンテンツを公開 

してきたが、現場で活用が多い「ＫＪ法」「イメージマップ」「ホワイトボード」「タブ 

レット端末」の４つに絞り、内容をさらに充実させていきたいと検討中である。 

また、１月１５日に開催した福岡セミナーにおいては、広域の活動を見据えて、記念講演・ 

模擬授業・ワークショップ・パネル討論といったプログラムで試験的にセミナーを実施し、 

１００名近い受講者が参加し好評を得た。 

広域の活動とは、教育委員会開催の会場では教育委員会の職掌範囲の教員しか受講できな 

い、しかし、当会が主催者となることで、域内を超えたより多くの教員がセミナーに参加す 

ることが可能となることから、積極的に取り組み更なる定着を目指す。 

 

８．学会への研究発表 

 本事業による研究成果を日本教育メディア学会で発表を行った。コミュニケーション力 

育成のための要因分析結果、「共感・納得」、「主張・納得」の２つが抽出できたこと、 

この「共感・納得」、「主張・納得」を明確にした授業が重要であるということが報告 

された。 
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第３章 

 ネットの使いすぎ撲滅のための事業 
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１．事業の目的 
 

現在、日本人の９割がネットを利用する時代である。とくに 10代、20代のネット利用率は 100%

に近い。ネットは様々なデバイスで利用されているが、とくに若年層ではモバイル機器(従来型携

帯電話、スマートフォン）による利用時間が長く、10代の 89%、20代の 63%がモバイル機器を通し

たものである（「日本人の情報行動 2015年調査」※１）。とくにスマートフォンの普及はめざま

しく、10代で 81%、20%で 92%が利用している。 

 スマートフォンはネットへの接続が容易で、機器の普及とともにネット利用時間が増加してい

る。前述の調査によれば、10代 20代とも 1日のネットの利用時間はテレビを上回る。 

 若年層のネット利用の中心はメールやソーシャルメディアなどの「コミュニケーション系」で

あり、ネット全利用時間の半分以上がこれに当てられている。若年層の大半はソーシャルメディア

サービスの一つ LINEの利用者でもあり、10代の 79%、20代の 87%が利用者である。 

 ネット利用時間の増加、ソーシャルメディアの普及とともに、過剰な時間、ネットで友人等と

のやりとりをおこない、睡眠時間が減少するなど生活が乱れたり、家庭や学校、会社での人間関係

にもほころびが出たりするケースが生じている。我々はこうしたソーシャルメディアの過剰利用に

起因するネット依存を「つながり依存」と名付けた。 

 ネット依存傾向の判断にあたってはいくつかの基準が提起されている。学術的にも最も広く利

用されているのは、アメリカの心理学者キンバリー・ヤングが提唱した「ヤング基準」である。ヤ

ング基準にも 8項目版や 20項目版など、いくつかのバリエーションがあるが、原型が作られたの

が 1990年代の末であり、当時のネット環境と現在のネット環境には大きな相違がある。当時はパ

ソコンによる利用が中心で、ネットの利用率も今よりかなり低く、ネット利用がいわば特殊な行為

であった。現在は日米とも国民の大半がネットを利用しており、スマートフォンの普及は、ネット

利用を日常的なものにした。むしろ四六時中ネットに接続しているのがさほど異常な状態でもなく

なった。また、ヤングの基準が提唱された時代には、まだ現在で言うソーシャルメディアは普及し

ておらず、動画も閲覧できなかった。当時の「ネット依存」はオンラインゲームやサイトの継続的

閲覧を念頭においたものであり、基本的には我々の言う「つながり依存」を対象としていない。と

くに日本では、若年層において LINE等のソーシャルメディアの過剰利用が問題になっているが、

LINEのサービス開始は 2011 年である。 

 従来のネット依存の基準が現状の若年層のネット利用の実態と必ずしも合うものでなく、とく

につながり依存を判断するスケールになっていないところから、我々の委員会では，様々なタイプ

の依存状況を弁別でき、とくにつながり依存をチェックする基準作りを試みた。また、中学や高校

の現場で基準試案を実践的に適用し、その基準の信頼性・妥当性を検証した。  

  

※1 「日本人の情報行動調査」は全国 13歳から 69歳の男女が対象で、層化 2段無作為抽出、

訪問留置調査による。2015 年調査は有効回収数 1,362 票、2015年 6月に実施。 
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２．作業項目とスケジュール／作業体制 
 

(1) 作業項目とスケジュール 

  作業項目とスケージュールは下記の通りである。 

 

図表１ 作業スケジュール  

平成２７年 平成２８年
作業項目  4月  5月  6月  7月  8月  9月 10月 11月 12月  1月  2月  3月

委員会開催 ▼①  ▼②  ▼③
 3   6  7

弁別指標開発 ▲-----------------------------------▼

学習教材開発 ▲-------------------------------------------------▼

成果発表会 ▼
 4

 

 

(2) 委員会の設置  

本事業では有識者で構成する「オンライン・ベターライフ促進委員会」を組織して作業に取り組

んだ。この委員会は、作業スケジュールの策定、弁別指標の開発、学習教材の開発、成果発表会で

の報告等、本事業の全体を管理した。 

また、弁別指標の妥当性確認のためのアンケート結果のデータ化、コンテンツ開発の実作業等は

事務局が担当した。 

   

図表２ 委員一覧（顧問／委員長以外は五十音順） 

所属 役職及び氏名 

一般社団法人 日本教育情報化振興会 会長      赤堀 侃司（顧問） 

東京大学 教授     橋元 良明（委員長） 

エンジェルズ・アイズ 代表     遠藤 美季 

一般社団法人 インターネットユーザ協会 代表理事   小寺 信良 

筑波大学 教授     土井 隆義 

千葉大学教育学部附属中学校 主幹教諭   三宅 健次 

帝京中学・高等学校 教諭     三輪 清隆 

東京大学大学院学際情報学府 博士課程      堀川  裕介 

 

 

図表３ 事務局等の体制 

所属 役職及び氏名 役割 

一般社団法人 

日本教育情報化振興会 

専務理事       鶴田 雅文 責任者 

 同上 事務局                吉田 真和 総括 

 同上 普及促進部            担当部長 中沢  研也 アンケート集計 

 同上 調査研究開発部 シニアエキスパート 宮原 克彦 アンケート集計 

 同上 総務部        総務担当部長 赤松伊佐代 ＪＫＡ対応 

株式会社ユーミックス             代表取締役 藤田由美子 学習教材開発 

同上                                     小野  咲子 学習教材開発 

株式会社 

 工画堂スタジオ 

           ディレクター 門野 孝介 学習教材開発 

株式会社コドモット                代表 渡邉 純子 学習教材開発 
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(3) 委員会の開催 

 委員会は３～４カ月に１回の開催を基本としたが、検討すべき議題に応じて適宜日程を前後させ

た。また、急を要する場合にはメールによる検討・決議を行った。年度を通じて計３回の委員会を

開催したが、それぞれの開催日、議題は下記の通りである。 

 

図表４ 委員会開催実績 

開催回数 開催日 議題 

第一回 27. 4. 3 ・委員会開催予定 

・セミナー開催地公募 

・セミナー用テキスト開発 

・セミナー開催地の採択 

・大規模調査アンケートの実施について 

・大規模調査アンケートのデータに対する因子分析等の検証について 

・学習教材開発の検討について 

・その他 

 

第二回 27. 11. 6 ・大規模調査アンケートの結果と分析について 

・学習教材開発の検討について 

・その他 

 

第三回 28. 1. 7 ・新規コンテンツ案について 

・報告書執筆(案)について 

・教育の情報化推進フォーラムについて 

・その他 
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３．指標作成の経緯 
東京大学  橋元 良明 

 

 本委員会は当初一般財団法人コンピュータ教育推進センター（CEC）内に「ネットのベターユー

ス促進検討委員会(仮称）」として設置され、2013年 10月に第１回委員会が開催された(当初の委

員長は赤堀侃司氏。2014年度から橋元良明に交代）。 

 発足から委員会の事業目的は、つながり依存の実態を把握し、そこから脱却して様々な社会的な

課題を考え、グローバルに情報発信する力を養うためのプログラムおよびコンテンツを作成するこ

とであった。 

 2014年度には委員会の正式名称を「オンライン・ベターライフ促進委員会」と定め、(1)「つな

がり依存」識別指標、(2)指標に基づく学習教材の開発を事業目的とした。ここではとくに(1)につ

いて概要を記述する。 

 まず、ネット依存の構成概念について整理し、東京大学橋元研究室で実施してきたアンケート調

査や他の先行研究で用いられたネット依存関連の質問項目 100余りを意味内容に即して整理分類

した。また、今回は中高生を対象者としているため、千葉大学教育学部附属中学校と帝京高等学校

の協力を得て、生徒が考えるネット依存のイメージを洗い出し、新たに依存識別質問項目も追加し

た。 

 指標作成の具体的プロセス、データ分析等については第 3章で詳述するが、基本的には、ネット

依存に関して現在のネット利用環境に適切な 20項目前後の質問項目に整理し、それらに対する回

答結果に従って、「つながり依存度」「ゲーム依存度」「コンテンツ依存」の 3種類の依存傾向を

識別可能な指標を作成した。 
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４．「つながり依存」の社会背景 
筑波大学 土井隆義 

 

(1)常時接続を煽る不安 

 一般にネット依存というと、オンラインゲームや投稿動画などの快楽から抜け出せないケースを

想像するだろう。しかし、ネット依存に陥っている中高生の多くが抜け出せないでいるのは、この

ようなコンテンツ系サービスではない。もちろん、それが皆無とはいわないが、現実にはＳＮＳの

ようなコミュニケーション系サービスの場合がほとんどである。しかも、その相手の多くは現実の

世界で学校生活を共に送っている仲間である。 

 このようなコミュニケーション系サービスへの依存者の多くがネットへの接続を切断できない

のは、コンテンツ系サービスへの依存のような快楽に押し流されてのことではない。もちろん、つ

ながり続けることに快楽の要素がまったくないとはいわないが、日々ネット機器を使いつづけ、ネ

ットへの常時接続にやがて疲弊感が募っていっても、その時にはもはやネット機器を手放せなくな

ってしまうのは、むしろ不安の強さからなのである。 

 

(2)流動化する人間関係 

 今日の若者の間では、人間関係を築く際の制度的要因の比重が減り、個人的要因の比重が増えて

いる。その結果、友人数の多寡によって人間の価値が決まるかのような風潮が広がりつつある。ま

た、友人数が多い者ほど自己肯定感が高く、自分の将来も明るいと考える傾向も強まっている。そ

のため、友人関係をリスクとみなす傾向も強まっている。従来のように組織や制度によって人間関

係がきつく縛られなくなったということは、裏を返せば、制度によって関係が保証されなくなった

ことでもあるからである。 

 このような人間関係の流動化が及ぼす影響は、内閣府が実施している青年意識調査にも表われて

いる。この調査によると、友人関係に充実感を覚える若者は 1970年代から増えつづけている。人

間関係の自由度が増した結果、既存の制度や組織によって不本意な人間関係をかつてほど強制され

なくなったからだろう。たとえ同じクラスや部活の一員であっても、気が合わなければ無理して付

きあう必要などない。付きあう相手は自分の好みで自由に選べばよい。そう考える若者は、かつて

より増えていると思われる。 

 ところが、友人関係に対する充実感が増すにつれて、そこに悩みや心配ごとを感じる若者は一時

的に減少していたものの、2000年代に入るとその傾向が反転し、再び増えはじめている。おそら

く人間関係に対する不満が減ってきた裏側で、今度はそこに強い不安を覚えるようになったからだ

ろう。相手を選ぶ自由は、相手から選んでもらえないかもしれないリスクと表裏一体だからである。

この時期に、関係への不満の減少分を関係への不安の増大分が凌駕するほど、現実の人間関係が不

安定化してきたのである。 

 

(3)高まる自己承認欲求 

今日の若者たちが既存の組織や制度にさほど強く縛られなくなり、人間関係の流動性が高まって

きたのは、そもそも価値観の多様化が進んだからである。それだけ選択の自由度が増したわけだが、

しかしそれは他方で、さまざまな選択肢を横並びにし、かつてのように安定した判断基準を個々人

が内面に抱くことを難しくもさせてきた。 

 今日のように多くの選択肢が横並びになると、どれを選択してもそこに普遍的な根拠を見出すこ

とが難しくなる。自分の選択に少しでも不具合が生ずると、たちまち不安に陥ってしまう。そのた

め現代人は、相当の年齢になってからでも評価の物差しを周囲からの反応に求めざるをえなくなっ

ている。その承認を得ることで、自分の選択を安定させようとするのである。もとより自分の生き

方をこれから模索していかなければならない若者にとって、仲間からの評価は大人以上に重さを持

っているが、近年はその傾向にさらに拍車がかかっているのである。 

 欧米のような一神教の国でもなく、また世間からの評価も安定性と一元性を失った現在の日本で

は、自分を評価してくれる仲間の存在こそが、自尊感情を支える上での最大の基盤であり、またそ

の仲間からの反応こそが、自らの態度決定に有効な羅針盤であると感じられるようになっている。

だから、その関係が損なわれることに対して強い不安を覚え、ネットを媒介とした人間関係への常

時接続からも逃れづらくなっているのである。 
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(4)内閉化する生活世界 

 今日の中高生たちの生活世界は、ネットの普及によって広がったわけではなく、むしろ逆に狭ま

っている。ごく狭い人間関係をさらに濃密にする道具として、ネットが駆使されている。そのため、

その関係にしか拠り所を見出せず、依存度が過度に強まっている。だとすれば、外部とのつながり

を遮断する禁止策によってではなく、逆につながりを増やす促進策によってこそ、ネット依存から

の解放も可能となるはずである。ネットの世界は危険が多いからと接続を遮断し、狭い世界へ囲い

込むことでは、問題は解決しない。 

 いま必要なことは、日常の場面で広く多彩な人間関係を紡ぎやすい仕組みを構築していくことで

ある。そのツールとしてネットも活用してこそ、ネット依存からの脱却を果たせるだろう。現在の

学校は、目先のトラブルの事前回避に気を取られて、あまりに閉鎖的になりすぎているように見受

けられる。しかし、ネット依存の本質的な問題は、ネット自体の開放性にあるのではなく、むしろ

日常の人間関係の閉鎖性にこそある。私たちは、そのことに早く気づき、彼らの関係を開かせる有

効な対策を考えていかねばならない。 
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５．学校現場の現状と指導案（指導のポイント） 
 

(1)千葉大学教育学部附属中学校（三宅 健次） 

 平成 27年 11月 9日から 10日にかけて、中学１年生 144名を対象に、以下のようなインターネ

ット利用に関するアンケートを行った。 

 アンケートは、「あてはまる」、「ややあてはまる」、「あまりあてはまらない」、「あてはま

らない」の４択で、それぞれ１～４の点をあてた。したがって、１に近いほどネット依存傾向が強

いことになる。 

 

 

図表５ アンケート結果 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平均値 １の人数 

1. 友だちからのネット上のメッセージにはどんな時でもすぐに返信する 2.9 9 

2. ネットでやり取りしているとき、相手からのメッセージの返信が遅いとイライラする 3.6 1 

3. 他のことをしているときでも、ネットにどんな話題を投稿しようかということばかり考

えている 
3.9 1 

4. 友だちからのメッセージが気がかりでネットを常に確認している 3.6 3 

5. 仲間はずれにされたくないので、気が乗らないときでもネットで友だちとやり取り

するのをやめられない 
3.8 1 

6. ネットをしている時が一番安心する 3.6 5 

7. 友だちと過ごすよりネットをしていたいと思うことがある 3.7 4 

8. 外で遊んだり課外活動に行ったりするよりも、家でネットを楽しみたい 3.7 2 

9. ネット上のアプリやコンテンツ（ゲーム、音楽、スタンプなど）に課金することがよく

ある 
3.8 2 

10. 他にやるべきことがあってもネットをやめられない 3.5 6 

11 ネットをしていて、気がつくとかなり時間がたっている 2.9 24 

12. 外へ遊びに行くよりも、家でネットを楽しみたい 3.6 5 

13. 現実世界の嫌なことを忘れるためにネットをしている 3.6 4 

14 ネットをしている最中に邪魔されるとキレそうになることがある 3.8 2 

15. 起きている間中、ずっとネットをしている 3.7 3 

16. 誰かと話している最中でもネットをしている 3.8 5 

17. 風呂やトイレでもネットをしている 3.7 2 

18 歩いている最中でもネットをしている 3.5 11 

19. あと少しと思いながら深夜までネットをしてしまい、寝る時間が少なくなることが

多い 
3.7 1 

20. 学校の成績が下がった原因はネットのやりすぎではないかと思う 3.2 9 
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ネット利用 個々の平均値

アンケート 20項目の全体平均値は 3.6を示した。したがって、全体的な傾向としては現時点で

ネット依存傾向に陥っている生徒は少ないということができる。 

 その中で、平均値が 2点台と低かったのが、項目１「友だちからのネット上のメッセージにはど

んな時でもすぐに返信する」及び項目 11「ネットをしていて、気がつくとかなり時間がたってい

る」であった。前者はつながり依存に陥る典型的な事象である。後者は、つながり依存だけではな

く、コンテンツ依存やゲーム依存にもあてはまる。この項目に関しては「あてはまる」と回答した

生徒が 24人もおり、飛び抜けて多かった。このような事例に関しては、一定の時間連続使用して

いると、警告音が鳴ったり、メッセージが出たりするような仕掛け（アプリ等）が開発されると効

果的ではないかと考える。 

 ネット依存に関しては、全体的な傾向よりも、個々に分析していった方が現実的である。そこで、

このアンケートを個々に分析してみた。 

 

図表 6 ネット利用 個々の平均値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 概ね 3点台後半を示している中で、2 点以下の生徒が 2名いた。最も低い数値の 1.6であった生

徒は 13項目「あてはまる」と回答しており、完全にネット依存に陥っている症状を見せていた。

どこまでをネット依存及びネット依存予備軍とするかは検討の余地がある。仮に 2点以下をネット

依存、3点以下をネット依存予備軍とすると、本校の場合、2名がネット依存、11名がネット依存

予備軍ということになる。 

 ネット依存のアンケートは心理学テストなどと異なり、実施する前からだいたいの予想はつくも

のである。ネットをほとんど利用していない生徒にとっては、項目を丁寧に確認しなくても「あて

はまらない」と回答する場合が多い。本校においても 25名の生徒が全て「あてはまらない」と回

答していた。一方、ネットをよく利用している生徒は、少なからず依存傾向にあることは認識して

いるようである。したがって、アンケートを実施する際のモチベーションは決して高いとはいえな

い。 

ただ、ネット依存などの依存症に関しては、依存症になってから対処するよりも、依存症になる

前のはたらきかけが重要となる。そこで折に触れて、このようなアンケートは必要ではないかと考

える。 

また、依存傾向があるとの結果が出た生徒に対して、今後どのようにコントロールしたらよいの

か、具体的な行動指標などが示せればよいのではないかと思う。 
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(2) 帝京高校（三輪 清隆） 

①「ネット依存診断」高等学校での必要性 

  高校生にとってスマホはもっとも身近にあるものの一つであり、スマホをいじらないで生活す

ることが難しくなっている。スマホのある生活スタイルは、今どきの高校生の一日の過ごし方を

変えているようにも思われる。何人もの子どもたちにインタビューしたが、典型的な一日の生活

を紹介すると、朝の通学時間帯には友人との会話（SNSを通じて）もしくは、動画サイトの閲覧、

音楽を聴く（一部生徒はインターネットを通じての聞き放題サービスを利用）している。学校に

いる間は利用禁止。放課後は、複数の SNSを通じて情報共有（コメントのやり取りではなく、一

方的に流されてきた情報を見るだけも含む）、動画サイトの閲覧など。家庭では夕食後はテレビ

を見るよりも、スマホをいじることが多い。スマホを利用する動機は、「暇つぶし」にあるよう

にも感じられる。暇な時間が少しでもあるとスマホを利用するという習慣が、やがてネット依存

につながる危険性がある。 

 

②ネット依存にならないために 

  授業（特に「情報」）では、ネット依存について講義はするが、知識として学習することが多

く、自らがネット依存であるかどうかまでは踏み込まない。また、多くの場合、ネット依存傾向

が高いかどうかは意識していないようだ。今回の事業の一環として、生徒同士のグループでネッ

ト依存についてのボーダーラインを話し合ってもらったが、その際に個々の生徒が感じるネット

依存の度合いに多少の違いがあることが分かった。そして、その過程で自らのネット依存傾向の

強さを意識する生徒がいたことは興味深い。今回の事業で開発された依存度診断は、子供たちに

数値として依存傾向を提示することができ、より具体的に自らの依存傾向を把握してもらえるよ

うになった。調査に参加してもらった生徒の感想文を読むと、依存傾向に気を付けなければいけ

ないとの感想が多かった。 

 

③今後 

  スマホの利用は教育の ICT化が進むと増加することが予想されるが、ネット依存症にならない

ような利用の仕方を指導していく必要が求められる。そのためにも、今回の事業成果を発展させ

て利用していきたいと思う。 
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６．子どもたち、保護者の現状 
エンジェル・アイズ 遠藤 美季 

 

ネット社会の急速な変化の中で、ICT スキルだけではなく、コミュニケーション能力、想像力、

社会の変化への対応力の向上がより求められているにも関わらず、子どもたちの多くは、趣味嗜好

のため、暇つぶしのため、また友達同士で承認し合い、人間関係に保険をつくるなど、自分の居場

所づくりのためにネットに夢中になっているきらいがあります。 

 

連絡手段や日常会話に LINEや SNSの利用が普及していくにつれ、子どもたちの日常生活やコミ

ュニケーションは大きな変化が起きています。LINE においては学校内で「LINE 縛り」ともいえる

ような関係性に陥り、より複雑なコミュニケーションが求められ、主体的にネットの接続をするこ

との妨げになっています。人との協調性を重視という面で必要に迫られる場合もあるのでしょうが、

行き過ぎた協調性が多くの意見に同調するという性格に替わってしまう場合もあり、実生活の中で

も主体的に物事を考え行動することが不得手になっている子どもも増えているようです。すべての

グループにおいてでありませんが、その影響はリーダーとなる存在を欠き、人との約束や物事の計

画性という点でもその力が劣えさせていると感じことがあります。主体的に物事が決められないこ

とがまた LINEのようなコミュニケーションアプリへの依存につながり、マイナスのスパイラルに

陥ってしまいます。 

またネット上の友達（ネッ友）との関係の中では、自分が中心となってネッ友との関係を築いて

いきますが、ある時点になるとネッ友が自分から離れることを恐れ相手に自分を合わせたり、ネッ

友の期待に応えるようにネットを接続している子もいます。 

子どもの中には家族と安心できる関係が築けていない場合や思春期のように自分が混乱してい

る中で、知らず SNSの中での人間関係が自分の唯一の生きる居場所になってしまっている子もいま

す。 

依存の背景には複雑な生活環境やリアルな人との関係が色濃く反映されているため「つながり依

存」の改善にいたるにはモノやアプリの利用制限やルール作りでは簡単に改善につながらないとい

う問題があります。 

 

人間付き合いに疲弊して、本来学生時代にしておくべき勉強やスポーツがおざなりになってしま

ったり、健全なコミュニケーションの機会が失われてしまうのは、育ちに大きな影響を与えること

になってしまうため問題の早期解決が求められますが様々な状況を踏まえると容易ではありませ

ん。 

シングルの家庭や共働きなど、親に余裕がない場合やネットモラルや依存などの知識を持たない

は、子どものネット利用にまで関心を持つことが難しい場合もります。また学校でも子どもたちの

ネット利用の指導に明るくない教員にその対応を求めることは難しく、企業、行政、地域など社会

全体での取り組みの意識が高まらなければ、解決は難しいと感じます。 

ただ、一方で、SNSとは程よい関係でいられる生徒も増えていっています。やるべきことの優先

順位が理解できていたり、自分を大切に思えたり、ストレス発散を運動などで解消していたり、SNS

でのつながりにも「自分なりのルール」を作っていて「つながり依存」に陥ることがありません。 

SNSにハマる子と、ほどほどに利用できる子との間では様々な点で今後は格差が広がっていくと

思われます。 

 

またすぐに対応していかなくてはならない問題のひとつに、保護者の SNS利用の問題があります。

乳幼児～中学生の保護者の中でも、子どもとほとんど変わりなく「LINE縛り」や SNS利用が影響

する「つながり依存」の状況に陥る人が増えています。保護者のつながりが、子どもの学校生活へ

の影響もあるため、子どもより問題が大きくなることもあるようです。大人自身がしっかりした考

え方に基づき SNSを利用する意識付けが必要です。 
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 他に保護者が自身の不満や悩みを SNSで話、そこに憩いの「つながり」ができ依存状況に陥るこ

ともあります。そのような親を持つ子がスマホを手にすればおのずとネットの世界にのめり込んで

しまうという負のスパイラルに陥りがちです。 

 

つながりに依存しやすくなった背景には、スマートフォンやゲーム機等のモバイル機器の普及が

あります。今後ウェアラブル端末など機器の変化が急速に進む中、ネットリテラシーの向上や同時

に快適な人間関係のありかた、その他社会のしくみについてなど多くの事を学ぶ教育環境づくりに

積極的に取り組む必要があります。人とのネットワークのみが中心となるネット利用になる偏らな

らないような教育が必要です。今は情報機器の扱いや新しい学びに多くの注目が集まっています。

と同時にやらなくてはならない、教育や情報モラルと関連して社会生活におけるモラルについての

学びも指導の対象にしていく必要があります。ネットの一般常識を学ぶ機会は小学校から必要だと

感じます。その中では心身への健康に与える影響を考えバランス良いネット利用も身に着けること

の意識付けも必要です。 

 

今後ますますリアルな生活での友達や家庭内での個々の孤立する割合が高くなっていくとネット

利用時間はさらに長時間化していき、不健康な状態に陥る人も増えていくため、視力・体力の低下、

内臓や脳への影響も懸念されます。ネット依存の多くは「つながり依存」とも言えますが、ネット

利用の見直し、改善のためには、自分自身の認知が必要で、そのためには精神科だけに頼らず、オ

ンラインゲーム依存を除く「ネット依存」を「生・活習慣病」と捉え、眼科、口腔外科、内科、小

児科、整体などあらゆる医療機関での治療対象として、早期の認知できる機会を増やしていく取り

組みも早急に対応していくことも検討していくべきです。 

現在の子どもたちが成長したときには、ネットスキルの格差がさらに顕著に表れ、仕事だけでな

く、恋愛スタイルや家族や家庭のあり方も多様化していき混乱が予想されます。混乱が長引くと、

日本社会としての力も低下していき、今後さらに少子化、年金問題、子育て、人手不足に拍車がか

かり生活保護世帯も増えていくことが懸念されます。一方それらを支える人々への負担も重くなっ

ていき生きづらい社会になります。それを避けるための手段としての教育の在り方も考える必要が

あります。 
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７．「つながり依存」の識別指標の開発 
東京大学大学院学際情報学府 博士課程 堀川裕介 

 

7-1．「つながり依存」識別指標の概要 

 JAPET&CECオンラインベターライフ促進委員会では、2014年度・2015年度事業の一環として「つ

ながり依存」識別指標（以下「指標」）の開発を行った。これはいわゆる「ネット依存」で昨今問

題となっている「つながり依存2)」を、「ゲーム依存3)」「コンテンツ依存4)」と区別しつつ同時に

測定できる指標を作成するものである。本指標はウェブ上で使用可能な「つながりチェッカー」と

してツール化し、教育現場などにおいて生徒が手軽に自身のネット依存状況を確認できるものにす

ることを目指した。 

 

7-2．指標の基本設計 

(1) 学術的根拠のある既存の指標・基準をベースに 

 指標の設計に当たっては、一定の学術的根拠を有することを一つの要件とした。世間一般に出回

っているチェックリスト的なものの中にもネット依存の様相をよくとらえているものはあるが、学

術的な検証を経ていないものが多いため、あくまでネット依存に対する世間一般のイメージを表す

程度のものとして扱うほかない。これに対し、米国でネット依存研究の先鞭をつけたヤング博士の

8項目基準5)、20項目基準6)は、多くの学術研究で妥当性が検証され、最新の DSM-V7)に掲載された

「インターネットゲーム障害」の基準と共通する点が多いなど、信頼性の高い基準と言える。した

がって本指標もヤング基準をベースに作成することとした。しかしヤング基準にも若干の課題があ

る。一つにはインターネット利用の中身を特に区別していないため、そのままでは 3種類の依存を

区別する用途に利用できない点。もう一つは 1990年代末の米国社会におけるネット依存を念頭に

置いて作られた基準であるため、現代日本の青少年に適用するには、文言を分かりやすく改める、

もはや逸脱的とは言えないような項目を省くといった微修正が必要な点である。 

 

(2) 3種類の依存を見分ける方法 

 前述の一つ目の課題を解決する方法、すなわちヤング基準のような指標を用いつつ 3種類の依存

を識別する方法として、筆者は指標とネット利用時間の関係に着目した。指標の一つ一つの項目を

見ると様々な意味内容のものが含まれており、一言で「ネット依存」と書かれていても実態として

はつながり依存、ゲーム依存、コンテンツ依存のような特定タイプのネット依存と強く結びついて

いるものが混在している可能性がある。 

この時仮に、ソーシャルメディアの利用時間と高い相関関係にあり、ゲームやコンテンツサービ

スの利用時間とは相関関係がないような項目Ａがあったとする。「項目Ａとソーシャルメディア利

用時間の相関関係が高い」とは、ソーシャルメディア利用時間が長い人ほど項目Ａに該当する割合

が高くなることを意味している。そしてつながり依存に陥っている人の場合、ソーシャルメディア

利用時間は通常長くなると考えられるため、「つながり依存の人ほど項目Ａに該当する割合が高い」

という関連が導き出される。そしてこの関連が成り立つならば、逆に「項目Ａに該当する人はつな

がり依存に該当する可能性が高い」という推論も成り立つと考えられる。 

                                         
2) ソーシャルメディアやメールなどインターネット上のコミュニケーション手段の利用を介した他者とのコミュ

ニケーションに対して過度にのめりこむタイプのネット依存を指す。 
3) オンラインゲームの利用にのめりこむタイプのネット依存を指す。 
4) 本指標では、動画サイトや文字情報サイト（ホームページ、ブログ等）など、受け身の閲覧が主な利用形態であ

るインターネット上のサイトの利用に対して過度にのめりこむタイプのネット依存を指すものとしてこの言葉を用

いている。 
5) IADQ：Internet Addiction Diagnostic Questionnaire、Young(1998a)で提唱。 
6) IAT：Internet Addiction Test、Young(1998b)で提唱。 
7 和名「精神疾患の診断・統計マニュアル第 5版」。米国精神医学会が発行する精神疾患の診断分類。 
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このようにして一つ一つの項目がどのタイプのネット依存と関連するか明らかにし、3種類それ

ぞれに対して関連の深い項目を組み合わせて指標を構成する。そうすれば、つながり依存の人はそ

れと強く関連する項目を集中的に選び、ゲーム依存、コンテンツ依存の人は同様にそれらと関連の

強い項目を集中的に選ぶことによって、ネット依存のタイプが識別可能になると考えられる。 

 本指標では上記の考え方に基づき、ネット依存のタイプによって回答先が割れるような項目を組

み合わせることで、ネット依存のタイプを見分けることとした。 

 

図表７ ネット依存の「見分け」の考え方 

 

 (3) 現代日本の青少年に適した指標に 

 二つ目の課題、すなわちヤング基準などが念頭に置くネット依存のイメージが陳腐化している可

能性への対処については、項目文の内容が現代日本の青少年にあてはめても特異な状況を指し、か

つ彼らにとって平易に理解できる文章である必要がある。これをどう実現するかについては追って

言及する。 

 

(4) 指標の基本設計 

 複数の項目からなる指標群を作成する。それぞれの項目には、それに該当した場合どの程度の依

存度が見込まれるか、つながり依存、ゲーム依存、コンテンツ依存のそれぞれについてあらかじめ

得点を割り振っておく。利用者は項目にあてはまるか否かを「はい」「いいえ」の二択で回答し、

「はい」と回答したものについて 3種類の依存得点を積み上げる。しかし各指標に与えられた得点

は、あくまで「この項目にあてはまる人は、××の利用時間が長いことから××依存である可能性

が高い」との推測から導き出されたものであるため、現実にはその項目と関連の強いサービスを利

用していなくても該当する余地を残している。そこでそういった想定外の回答の影響を補正するた

め、本指標では 3種類のネット利用についてそれぞれ利用時間を尋ねることとした。利用時間を 3

種類それぞれについて「利用時間得点」として得点化し、項目群から導き出された依存得点の合計

（これを本稿では「基礎得点」と呼ぶ）に掛け合わせる。これによって、例えばゲームを全くしな

いにもかかわらずゲームの基礎得点が高くなってしまった人は、利用時間得点「0」を掛けること

で最終的に導き出される依存度を「0」に補正することができる。基礎得点と利用時間得点を掛け

合わせたものを 100点満点換算して最終的な依存度を算出する。 
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図表８ 指標の設計イメージ 

 

 

7-3．指標の作成過程（2014 年度の作業） 

 2014年度は、上述の基本設計に基づいた指標の作成作業を行った。作成に当たっては次のステ

ップを踏んだ。以降それぞれのステップについて詳述する。 
 

(1) 既存指標の整理・統廃合 

(2) 指標構成項目候補の抜粋 

(3) 項目と利用時間の関連検証 

(4) 仮指標の作成 

 

(1) 既存指標の整理・統廃合 

 既存指標のうち、先行研究で最もよく用いられる指標を中心に意味内容に即した整理・統廃合を

行った。主に用いた指標は図表 3の通りである。また、既存指標で掬いきれない現代的なネット依

存の状況を補うため、オンラインベターライフ促進委員会の三宅、三輪両委員の協力を仰ぎ、現役

中学・高校生に行ったネット依存のイメージに関する自由記述調査の結果も併せて整理した。そし

て整理の結果、既存指標を大きく 7つの意味内容に分類した。詳細は図表 4 の通りである。 

 

図表９ 検討に用いた既存指標 

指標名 出典 項目数 備考 

IADQ：Internet Addiction Diagnostic Questionnaire Young(1998a) 8 項目 邦訳は Young(1998b)の和

書を参考 

IAT：Internet Addiction Test Young(1998b) 20 項目 邦訳は Young(1998b)の和

書を参考 

OCS：Online Cognitive Scale Davis 他(2002) 36 項目 邦訳は筆者独自 

GPIUS：Generalized Pathological Internet Use Scale Caplan(2002) 15 項目 邦訳は筆者独自 

東京大学橋元研ならびに筆者の独自質問 総務省情報通信政

策研究所(2014)他 

59 項目  
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図表１０ 既存指標の整理・統廃合結果 

大分類 小分類 項目の例 

長時間利用 時間感覚の喪失  気がつくと、思ったより長い時間ネットをしていることがある 

 インターネットをしていると、時間の感覚がなくなる 

夜中まで  夜遅くまでネットをすることが原因で、睡眠時間が短くなっている 

 あと少しと思いながらやめられず、眠れなくなってしまう 

1 日中  起きている間中、ずっとスマートフォンでネットを利用している 

 1日中ネットを使っている 

ひきこもり  ネットのし過ぎが原因で、ひきこもり気味になっている 

 部屋に引きこもってネットばかり見ている 

自己コントロ

ールの喪失 

コントロール喪失  ネットをしているとき「あと数分だけ」と自分で言い訳していることがある 

 やらなければいけないことがあるのに、ネットを使ってしまう 

思考の占領  ネットをしていないときでも、ネットのことを考えてぼんやりしたり、ネットをし

ているところを空想したりすることがある 

 気がつけば、また次のネット利用を楽しみにしていることがある 

イライラ  ネットをしている最中に誰かに邪魔されると、いらいらしたり、怒ったり、言い返

したりすることがある 

心理的依存 安心  ネットをしている時が、もっとも心地よい 

 ネットをしている時が、一番ほっとする 

 ネットをしていると、安らぎを感じる 

不安  ネットをしている時は何ともないが、ネットをしていない時はイライラしたり、憂

うつな気持ちになったりする 

 ネットのない生活は、退屈で、むなしく、わびしいだろうと不安に思うことがある 

 インターネットができないとさびしい気持ちになる 

逃避  日々の生活の問題から気をそらすために、ネットで時間を過ごすことがある 

 よく、嫌なことから逃れるためにネットを利用している 

実害 学業面  ネットが原因で、勉強の能率に悪影響が出ることがある 

 ネットをしている時間が長くて、学校の成績が下がっている 

対人関係面  家族や友だちと過ごすよりも、ネットを利用したいと思うことがある 

 誰かと外出するより、ネットを利用することを選ぶことがある 

注意  周りの人から、ネットを利用する時間や回数について文句を言われたことがある 

 ネットをしている時間や回数を、人に隠そうとすることがある 

課金  ネットに費やす金額が、だんだん増えている 

 オンラインゲームに多額の課金をしてしまう 

ながら 会話中  人と話している時に携帯をいじる 

 友達といるのに携帯をいじる 

風呂/トイレ  風呂場や WCに（ケータイを）持ちこむ 

 お風呂でもメールしている 

 トイレの中でやっている 

歩き/自転車  歩きスマホ 

 歩きながらいじる 

 自転車に乗りながら使う 

つながり 即レス  メールや SNSのメッセージがきたらすぐに返信しなければいけないと思う 

 メールや SNSのメッセージを送った相手からすぐに返事がこないとさびしくなる 

多数の投稿  SNSでの投稿がすごい多い 

 （ソーシャルメディアなどで）小さいことをなんでもいう 

常時チェック  LINEや Twitterをずっと確認している人 

 無駄に通知を確認する 

不安  スマホ/ガラケーに電話やメール/SNSのメッセージがこないとさびしくなる 

 ネット上で友達とつながっていないと不安に思う 

つきあい  スマホ/ガラケーを持っていないと、友だちとのつきあいがうまくいかないと思う 

 インターネットを利用しないと、友人・知人の輪に加われないため 

ネットライフへ

の依存 

ネットだけが趣味  ネットのしすぎが原因で、他の趣味に使う時間が少なくなっている 

 ネットのしすぎが原因で、ショッピングや映画などに出かける機会が少なくなって

いる 

 ネット以外の事を楽しめなくなる 
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(2) 指標構成項目候補の抜粋 

 分類した中から、図表 4の小分類一つにつき 1項目ずつ指標構成項目の候補を抜粋した。抜粋に

際しては「現代性」「識別性」「厳密性」の 3点を判断基準とした。「現代性」は今日の一般的な

ネット利用に照らしてなお特異性があるかを文言の内容に照らして判断した。「識別性」は項目へ

の該当率の多寡で判断し、過去のアンケート調査で回答者の該当率が 50％以上もしくは 10％未満

の項目を不採用とした。これはあまりに該当者が多すぎるか少なすぎる場合、特異者を識別する指

標としての有用性が低くなってしまうためである。「厳密性」は指示内容に曖昧な所がないか、ネ

ット依存と関係ない面が無いかなどを文言の内容に照らして判断した。なおそれらを満たさないも

のでも、ヤング基準などで鍵となっている項目については採用した。抜粋の結果は図表 5の通りで

ある。 

 

図表１１ 指標項目候補の抜粋結果 

指標項目の候補 出所 

1. メールや SNSのメッセージがきたらすぐに返信しなければいけないと思う 橋元研調査 

2. メールや SNSのメッセージを送った相手からすぐに返事がこないとさびしくなる 橋元研調査 

3.（ソーシャルメディアなどで）小さいことをなんでもいう 中高生調査 

4. LINEや Twitter を常に確認する 中高生調査 

5. インターネットを利用しないと、友人・知人の輪に加われない 筆者調査 

6. インターネットをしている時が、一番ほっとする OCS 

7. ネットをしていない時でも、ネットのことを考えてぼんやりしたり、ネットをしているところを空想すること

がよくある 

IAT 

8. 家族や友だちと過ごすよりも、ネットを利用したいと思うことがある IAT 

9. ネットのしすぎが原因で、ひきこもり気味になっている 橋元研調査 

10. ネットに費やす金額が、だんだん増えている 筆者調査 

11. やめたほうがいい場合でも、ネットをやめられない OCS 

12. 気がつくと、思っていたより長い時間ネットをしていることがある IAT 

13. 日々の生活の問題から気をそらすために、ネットで時間を過ごすことがある IAT 

14. ネットをしている最中に誰かに邪魔されると、いらいらしたり、怒ったり、言い返したりすることがある IAT 

15. 起きている間中、ずっとスマートフォンでネットを利用している 橋元研調査 

16. 誰かと話している最中でもケータイをいじる 中高生調査 

17. 風呂やトイレでもケータイをいじる 中高生調査 

18. 歩いている最中や自転車を運転している最中でもケータイをいじる 中高生調査 

19. 夜遅くまでネットをすることが原因で、睡眠時間が短くなっている IAT 

20. ネットをしている時は何ともないが、ネットをしていない時はイライラしたり、憂うつな気持ちになったり

する 

IAT 

21. ネットをしている時間が長くて、学校の成績が下がっている IAT 

22. 周りの人から、ネットを利用する時間や回数について文句を言われたことがある IAT 

23. ネット以外の趣味や楽しみがない 中高生調査 

 

(3) 項目と利用時間の関連検証 

 抜粋した候補のうち、東京大学橋元研究室や筆者が過去にアンケート調査で用いたことのある項

目について、各項目とネット利用時間の関連を検証した。検証にあたっては重回帰分析を用いた。

重回帰分析は一つの被説明変数を複数の説明変数による一次式としてモデル化する分析方法であ

り、説明変数相互の関連を加味しつつ被説明変数と真に関連する説明変数を明らかにすることがで

きる。式の被説明変数と説明変数は図表 6の通りである。なお統制変数として性別と年齢も重回帰

式に加えた。 
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図表１２ 重回帰式（略述）と変数の概要 

 使用した変数 値の定義 

被説明変数 各指標の回答 各指標に 4段階もしくは5段階で回答したものについて、該当する方向の

回答ほど値が大きくなるように数値化したもの。4 段階なら 1～4、5 段階

なら 1～5 の整数の値をとる。（データ元の調査により異なる） 

説明変数 つながり利用時間 「ソーシャルメディアの書き込み」などの利用時間（分単位の実数、データ

元の調査により文言はやや異なる） 

ゲーム利用時間 「オンラインゲーム」の利用時間（分単位の実数、データ元の調査により

文言はやや異なる） 

コンテンツ利用時間 「動画サイトの閲覧」「ブログの閲覧」などの利用時間（分単位の実数、デ

ータ元の調査により文言はやや異なる） 

統制変数 性別 男性を 1、女性を 0 とするダミー変数 

年齢 実年齢の値 

 

 

 分析に用いたデータは図表 7のアンケート調査で採取したものである。 

 

図表１３ 分析に用いたデータ元の調査の概要 

 総務省/橋元研調査 筆者独自調査 

調査主体 総務省情報通信政策研究所、東京大学橋元

研究室 

筆者 

調査対象 東京都内の公立高校生徒 東京都在住、15～44 歳の男女 

調査方法 無記名自記式の質問紙調査 調査会社によるウェブアンケート 

調査時期 2014 年 1 月 7 日～同 1 月 31日 2013 年 2 月 19 日～同 2 月 21日 

有効票 15,191 票 2,767 票 

調査に含まれる指標 IAT、橋元研独自項目 IADQ、IAT、OCS、GPIUS、筆者独自項目 

 

 分析結果は図表 8 の通りである。関連の強さの判断には標準偏回帰係数について帰無仮説が成立

する確率（危険率）の水準、すなわち有意水準を用いた。有意水準は一般的な学術上の慣例に従い

5％以上、5％未満、1％未満、0.1％未満の 4段階で判定した。通常、危険率 5％以上の場合は被説

明変数と説明変数の間に有意な関連は見られないものと判断し、危険率が下がるほど関連はより確

かなものと判断する。図表中では有意水準はアスタリスクとその数で表示している。なお、総務省

/橋元研調査のデータを用いた分析においては、すべての説明変数について 0.1％未満という高い

有意水準が見られる項目が多々あったため、総務省/橋元研調査のデータによる分析において標準

編回帰係数が .10 未満のものは、依存度を配点する便宜上、有意水準を一段下げて 1％未満とし

て扱った。 
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図表１４ 重回帰分析の結果 

 ネット利用時間（説明変数） 

つ
な
が
り 

ゲ
ー
ム 

コ
ン
テ
ン
ツ 

1. メールや SNSのメッセージがきたらすぐに返信しなければいけないと思う .12 * －.05 .02 

2. メールや SNSのメッセージを送った相手からすぐに返事がこないとさびしくなる .12 * －.06 －.01 

3.（ソーシャルメディアなどで）小さいことをなんでもいう ― ― ― 

4. LINEや Twitter を常に確認する ― ― ― 

5. インターネットを利用しないと、友人・知人の輪に加われない .19 *** －.03 －.06 

6. インターネットをしている時が、一番ほっとする .05 .15 ** .16 ** 

7. ネットをしていない時でも、ネットのことを考えてぼんやりしたり、ネットをしているところ

を空想することがよくある 
.04 ** .11 *** .10 *** 

8. 家族や友だちと過ごすよりも、ネットを利用したいと思うことがある .05 ** .12 *** .16 *** 

9. ネットのしすぎが原因で、ひきこもり気味になっている .02 .10 *** .14 *** 

10. ネットに費やす金額が、だんだん増えている .03 ** .10 *** .06 ** 

11. やめたほうがいい場合でも、ネットをやめられない .06 .18 *** .14 ** 

12. 気がつくと、思っていたより長い時間ネットをしていることがある .05 ** .06 ** .14 *** 

13. 日々の生活の問題から気をそらすために、ネットで時間を過ごすことがある .07 ** .05 ** .13 *** 

14. ネットをしている最中に誰かに邪魔されると、いらいらしたり、怒ったり、言い返したり

することがある 
.06 ** .08 ** .12 *** 

15. 起きている間中、ずっとスマートフォンでネットを利用している .23 *** .10 *** .13 *** 

16. 誰かと話している最中でもケータイをいじる ― ― ― 

17. 風呂やトイレでもケータイをいじる ― ― ― 

18. 歩いている最中や自転車を運転している最中でもケータイをいじる ― ― ― 

19. 夜遅くまでネットをすることが原因で、睡眠時間が短くなっている .10 *** .13 *** .15 *** 

20. ネットをしている時は何ともないが、ネットをしていない時はイライラしたり、憂うつな

気持ちになったりする 
.07 ** .04 ** .08 ** 

21. ネットをしている時間が長くて、学校の成績が下がっている .05 ** .05 ** .06 ** 

22. 周りの人から、ネットを利用する時間や回数について文句を言われたことがある .06 ** .08 ** .04 ** 

23. ネット以外の趣味や楽しみがない ― ― ― 

※表側の被説明変数それぞれに対する、表頭の説明変数（3種類のネット利用時間）の関連の強さを表示している。 

※有意水準はアスタリスクで表示しており、*** 危険率 0.1％未満、** 危険率 1％未満、* 危険率 5％未満、無印は危険率

5％以上（関連無し）をそれぞれ表す。 

※数値は重回帰分析の結果出てきた標準編回帰係数である。値はすべて－1 から 1 の間をとる。 

※「 ― 」は調査で尋ねていないため分析ができなかった箇所を表す。 
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(4) 仮指標の作成 

 まず重回帰分析の結果を基に各項目の依存得点の配点を行った。有意水準を基準に、0.1％未満

には 3点、1％未満には 2点、5％未満には 1点、5％以上（有意な関連無し）には 0点を割り振っ

た。過去の調査で尋ねたことがなくデータ上の裏付けがない項目については、文言の内容からどの

タイプの依存と関連するか判断し、関連すると判断した箇所には仮得点として一律に 2点を配点し

た。 

 次にネット利用時間の尋ね方と配点を検討した。まず尋ね方であるが、つながり依存に関わるネ

ットの利用は「人とメッセージのやり取りをする時間8)」、ゲーム依存に関わるネットの利用は「オ

ンラインゲームをする時間」、コンテンツ依存に関わるネットの利用は「動画やブログなどを見る

時間」として、それぞれ選択式で尋ねることとした。選択肢は、過去のアンケート調査における分

布状況や現役中高生と日頃接している委員の意見を参考に、「0分」「1分以上 30分未満」「30

分以上 1時間未満」「1時間以上 2時間未満」「2 時間以上 4時間未満」「4 時間以上」の 6段階

とし、得点化にあたっては「0分」を 0点、「4時間以上」を 5点とする整数の得点を与えた。 

 最後に文言の微修正を行った。候補に挙げた指標の多くは、学術性が過ぎる表現であったり指示

内容に曖昧な所を残していたりしたため、委員間の討議により現役中高生にとって分かりやすい表

現に改めた。この過程では、一部の項目で、厳密に見れば意味内容が変わってしまったものもある

が、文言の変更による影響は検証作業の際に確認することとした。 

 以上の検討から仮指標は次の内容となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         
8) 現在の実態としてはネット上でのメッセージのやり取りのほとんどがソーシャルメディアを介したものだが、

「ソーシャルメディア」では詳細な定義の必要が生じてしまうため中高生向けツールとしては煩雑である。しかし

例示であっても固有のサービス名を掲載することは、ネガティブなイメージを帯びる事象を扱うツールである以上

憚られる。またソーシャルメディア隆盛とは言え eメールでやり取りする可能性も排除できない。そこで様々なコ

ミュニケーション手段の利用を包含する文言として「人とメッセージのやり取りをする」とした。 
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図表１５ 仮指標の内容 

 つ
な
が
り 

依
存
得
点 

ゲ
ー
ム 

依
存
得
点 

コ
ン
テ
ン
ツ
依

存
得
点 

1. 友だちからのネット上のメッセージにはどんな時でもすぐに返信する 1 点 0 点 0 点 

2. ネットでやりとりしているとき、相手からのメッセージの返信が遅いとイライ

ラする 
1 点 0 点 0 点 

3. 他のことをしているときでも、ネットにどんな話題を投稿しようかということ

ばかり考えている 
2 点 0 点 0 点 

4. 友だちからのメッセージが気がかりでネットを常に確認している 2 点 0 点 0 点 

5. 仲間はずれにされたくないので、気が乗らないときでもネットで友だちとやり

取りするのをやめられない 
3 点 0 点 0 点 

6. ネットをしているときが一番安心する 0 点 2 点 2 点 

7. 他のことをしているときでも、ついネットのことを考えてしまう 2 点 3 点 3 点 

8. 友だちと過ごすよりネットをしていたいと思うことがある 2 点 3 点 3 点 

9. 外で遊んだり課外活動に行ったりするよりも、家でネットを楽しみたい 0 点 3 点 3 点 

10. ネット上のアプリやコンテンツ（ゲーム、音楽、スタンプなど）に課金するこ

とがよくある 
2 点 3 点 2 点 

11. 他にやるべきことがあってもネットをやめられない 0 点 3 点 2 点 

12. ネットをしていて、気がつくとかなりの時間がたっている 2 点 2 点 3 点 

13. 現実世界の嫌なことを忘れるためにネットをしている 2 点 2 点 3 点 

14. ネットをしている最中に邪魔されるとキレそうになることがある 2 点 2 点 3 点 

15. 起きている間中、ずっとネットをしている 3 点 3 点 3 点 

16. 誰かと話している最中でもネットをしている 2 点 2 点 2 点 

17. 風呂やトイレでもネットをしている 2 点 2 点 2 点 

18. 歩いている最中でもネットをしている 2 点 2 点 2 点 

19. あと少しと思いながら深夜までネットをしてしまい、寝る時間が少なくなるこ

とが多い 
3 点 3 点 3 点 

20. ネットができないと不安で落ち着かない 2 点 2 点 2 点 

21. 学校の成績が下がった原因はネットのやりすぎではないかと思う 2 点 2 点 2 点 

22. よく「ネットのやりすぎ」と注意される 2 点 2 点 2 点 

23. ネット以外の趣味や楽しみがない 2 点 2 点 2 点 

基礎得点（各依存得点の合計） 

※右の数値は全項目に該当した場合 
41点 43点 44点 

 × × × 

つながり利用時間得点（「人とメッセージのやり取りをする時間はどのくらいですか？」） 

X点 ― ― 

 0 分 

 1 分以上 30 分未満 

 30 分以上 1 時間未満 

 1 時間以上 2 時間未満 

 2 時間以上 4 時間未満 

 4 時間以上 

→ 0 点 

→ 1 点 

→ 2 点 

→ 3 点 

→ 4 点 

→ 5 点 

ゲーム利用時間得点（「オンラインゲームをする時間はどのくらいですか？」） 

※選択肢と配点はつながりと同様 
― Ｙ点 ― 

コンテンツ利用時間得点（「動画やブログなどを見る時間はどのくらいですか？」） 

※選択肢と配点はつながりと同様 
― ― Ｚ点 

※100点満点換算 ↓ ↓ ↓ 

依存度（最終結果） ●点 ▲点 ■点 
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7-4．指標の検証過程（2015 年度の作業） 

 2015年度は、作成した仮指標の検証作業を行った。仮指標では過去のアンケート調査データか

ら各項目とネット利用時間の関連傾向を分析し、それを基に依存得点を配点したが、異なる調査デ

ータによる分析結果が混在していたため、同一サンプルで検証した場合にも同じような関連傾向が

見られるか確認する必要があった。また、過去に調査データが無く仮の配点をした項目についても、

実際の関連傾向を調査データから検証する必要があった。さらに仮指標では、関連傾向の分析に用

いた指標候補から文言を改めたものもあるため、そのことによって関連傾向に違いが生じないかも

確認の必要があった。 

 

検証は次のステップを踏んで行った。 

(1) アンケート調査 

(2) 項目と利用時間の関連検証 

(3) 変更箇所の検討 

(4) 指標確定版の作成 

 

(1) アンケート調査 

 配点の検証に必要な指標 23 項目とネット利用時間を質問内容に含むアンケート調査を実施した。

分析結果の信頼性を少しでも高めるため、千人単位のサンプルを採取する大規模なものとし、これ

をなるべく安価に実施するため調査会社に委託してのウェブアンケート調査の形式とした。また質

問内容には、検証に必要なもの以外にも、指標のさらなる改良やネット依存の最新実態把握に必要

と考えられる質問（交友関係、家庭環境、学校生活、心理傾向など）を含めた。結果、調査は次の

ようなものとなった。 

 

図表１６ アンケート調査の概要 

調査主体 日本教育情報化振興会（JAPET&CEC） 

調査対象 全国の 15～19 歳男女 ※ただし調査会社モニター会員 

調査方法 調査会社によるウェブアンケート 

調査時期 2015 年 7 月 24 日～同 7 月 27日 

有効票 2,947 票 

質問内容 仮指標 23 項目 

ネット利用時間 

性別、年齢などの属性 

交友関係、家庭環境、学校生活、心理傾向などの社会・心理的質問項目 

 

(2) 項目と利用時間の関連検証 

 調査データを基に、仮指標で作成した 23項目について各項目とネット利用時間の関連を検証し

た。検証にあたっては仮指標作成時と同様に重回帰分析を用いた。変数の概要は図表 11、分析結

果は図表 12の通りである。分析対象は高校生（n=1,305）に限定した。 

 

図表１７ 変数の概要 

 使用した変数 値の定義 

被説明変数 各指標の回答 各指標に 4 段階で回答したものについて、「あてはまる」4 点、「ややあてはまる」

3 点、「あまりあてはまらない」2点、「あてはまらない」1 点として数値化したもの 

説明変数 つながり利用時間 「人とメッセージのやり取りをする」時間（分単位の実数） 

ゲーム利用時間 「ゲームをする」時間（分単位の実数） 

コンテンツ利用時間 「動画を見る」「ホームページやブログなどの記事を見る」時間の合算（分単位の

実数） 

統制変数 性別 男性を 1、女性を 0 とするダミー変数 

年齢 実年齢の値 
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図表１８ 重回帰分析の結果 

 ネット利用時間（説明変数） 

つ
な
が
り 

ゲ
ー
ム 

コ
ン
テ
ン
ツ 

1. 友だちからのネット上のメッセージにはどんな時でもすぐに返信する .19 *** .06 .03 

2. ネットでやりとりしているとき、相手からのメッセージの返信が遅いとイライ

ラする 
.12 *** .04 －.00 

3. 他のことをしているときでも、ネットにどんな話題を投稿しようかということ

ばかり考えている 
.13 *** .00 －.02 

4. 友だちからのメッセージが気がかりでネットを常に確認している .17 *** .03 －.00 

5. 仲間はずれにされたくないので、気が乗らないときでもネットで友だちとやり

取りするのをやめられない 
.10 *** .03 －.04 

6. ネットをしているときが一番安心する －.01 .11 *** .08 ** 

7. 他のことをしているときでも、ついネットのことを考えてしまう .03 .09 ** .07 * 

8. 友だちと過ごすよりネットをしていたいと思うことがある －.10 *** .14 *** .07 ** 

9. 外で遊んだり課外活動に行ったりするよりも、家でネットを楽しみたい －.04 .16 *** .13 *** 

10. ネット上のアプリやコンテンツ（ゲーム、音楽、スタンプなど）に課金するこ

とがよくある 
.03 .15 *** －.03 

11. 他にやるべきことがあってもネットをやめられない .05 .12 *** .13 *** 

12. ネットをしていて、気がつくとかなりの時間がたっている .07 ** .17 *** .13 *** 

13. 現実世界の嫌なことを忘れるためにネットをしている －.02 .11 *** .11 *** 

14. ネットをしている最中に邪魔されるとキレそうになることがある .00 .11 *** .02 

15. 起きている間中、ずっとネットをしている .07 * .19 *** .15 *** 

16. 誰かと話している最中でもネットをしている .20 *** .11 *** .07 ** 

17. 風呂やトイレでもネットをしている .14 *** .09 ** .07 ** 

18. 歩いている最中でもネットをしている .26 *** .09 *** .04 

19. あと少しと思いながら深夜までネットをしてしまい、寝る時間が少なくなるこ

とが多い 
.08 ** .14 *** .16 *** 

20. ネットができないと不安で落ち着かない .09 ** .11 *** .05 

21. 学校の成績が下がった原因はネットのやりすぎではないかと思う .04 .03 .05 

22. よく「ネットのやりすぎ」と注意される .09 ** .14 *** .09 ** 

23. ネット以外の趣味や楽しみがない －.03 .06 * －.04 

※表側の被説明変数それぞれに対する、表頭の説明変数（3種類のネット利用時間）の関連の強さを表示している。 

※有意水準はアスタリスクで表示しており、*** 危険率 0.1％未満、** 危険率 1％未満、* 危険率 5％未満、無印は危険率

5％以上（関連無し）をそれぞれ表す。 

※数値は重回帰分析の結果出てきた標準編回帰係数である。値はすべて－1 から 1 の間をとる。 

 

(3) 変更箇所の検討 

 まず指標項目とネット利用時間の関連傾向だが、仮指標の基となった分析結果と比較しておおむ

ね同様の関連傾向が見られた。またつながり依存を識別する役割が特に大きい項目 1～5では、項

目とつながり利用時間との関連がより明瞭になるなど、期待以上の結果となった。 

 しかし、項目 7、21、23は 3種類のネット利用時間のいずれとも 0.1％水準に満たない関連しか

有しておらず、項目 21に至ってはどのネット利用時間とも無関連な結果となった。これらの項目

をそのまま残すとすると配点は 0～2点となるが、配点 3を有する他の項目と比べると、23項目を

合算した基礎得点に対するインパクトは弱いものとならざるを得ない。別の言い方をすれば、この

3項目に該当しても該当しなくても最終的に出てくる依存度はほとんど左右されないということで

ある。しかるに仮指標の 23項目は簡便なチェッカーというには項目数が多すぎるきらいがあり、

不要のものについてはなるべく削除することが望ましい。したがって、確定版ではこの 3項目を除

外することとした。 
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 項目への配点方式は仮指標と同様に有意水準に応じて 0～3点を与えることとした。有意水準そ

のものは仮指標で準拠した調査結果と異なっているため、確定版では今回の分析結果を基にした配

点を振りなおした。 

 ネット利用時間得点については、尋ね方・配点とも仮指標で採用したものを踏襲した。 

 

(4) 指標確定版の作成 

 以上の検討を経て、次の通り指標を確定した。 

 

図表１９ 指標確定版の内容 

 つ
な
が
り 

依
存
得
点 

ゲ
ー
ム 

依
存
得
点 

コ
ン
テ
ン
ツ
依

存
得
点 

1. 友だちからのネット上のメッセージにはどんな時でもすぐに返信する 3 点 0 点 0 点 

2. ネットでやりとりしているとき、相手からのメッセージの返信が遅いとイライ

ラする 
3 点 0 点 0 点 

3. 他のことをしているときでも、ネットにどんな話題を投稿しようかということ

ばかり考えている 
3 点 0 点 0 点 

4. 友だちからのメッセージが気がかりでネットを常に確認している 3 点 0 点 0 点 

5. 仲間はずれにされたくないので、気が乗らないときでもネットで友だちとやり

取りするのをやめられない 
3 点 0 点 0 点 

6. ネットをしているときが一番安心する 0 点 3 点 2 点 

7. 友だちと過ごすよりネットをしていたいと思うことがある 0 点 3 点 2 点 

8. 外で遊んだり課外活動に行ったりするよりも、家でネットを楽しみたい 0 点 3 点 3 点 

9. ネット上のアプリやコンテンツ（ゲーム、音楽、スタンプなど）に課金するこ

とがよくある 
0 点 3 点 0 点 

10. 他にやるべきことがあってもネットをやめられない 0 点 3 点 3 点 

11. ネットをしていて、気がつくとかなりの時間がたっている 2 点 3 点 3 点 

12. 現実世界の嫌なことを忘れるためにネットをしている 0 点 3 点 3 点 

13. ネットをしている最中に邪魔されるとキレそうになることがある 0 点 3 点 0 点 

14. 起きている間中、ずっとネットをしている 1 点 3 点 3 点 

15. 誰かと話している最中でもネットをしている 3 点 3 点 2 点 

16. 風呂やトイレでもネットをしている 3 点 2 点 2 点 

17. 歩いている最中でもネットをしている 3 点 3 点 0 点 

18. あと少しと思いながら深夜までネットをしてしまい、寝る時間が少なくなるこ

とが多い 
2 点 3 点 3 点 

19. ネットができないと不安で落ち着かない 2 点 3 点 0 点 

20. よく「ネットのやりすぎ」と注意される 2 点 3 点 2 点 

基礎得点（各依存得点の合計） 

※右の数値は全項目に該当した場合 
33点 44点 28点 

 × × × 

つながり利用時間得点（「人とメッセージのやり取りをする時間はどのくらいですか？」） 

X点 ― ― 
 0 分 

 1 分以上 30 分未満 

 30 分以上 1 時間未満 

 1 時間以上 2 時間未満 

→ 0 点 

→ 1 点 

→ 2 点 

→ 3 点 
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 2 時間以上 4 時間未満 

 4 時間以上 

→ 4 点 

→ 5 点 

ゲーム利用時間得点（「オンラインゲームをする時間はどのくらいですか？」） 

※選択肢と配点はつながりと同様 
― Ｙ点 ― 

コンテンツ利用時間得点（「動画やブログなどを見る時間はどのくらいですか？」） 

※選択肢と配点はつながりと同様 
― ― Ｚ点 

※100点満点換算 ↓ ↓ ↓ 

依存度（最終結果） ●点 ▲点 ■点 

 

 

7-5．調査データを用いたシミュレーション 

(1) 計算例 

 指標の計算方法の解説も兼ねて、まずは具体的な回答を基にした計算例を紹介する。 

 指標項目とネット利用時間に対し次のような回答をした人がいたとする。 

 

図表２０ 具体的な回答例 

項目への回答（該当した項目） 

1. 友だちからのネット上のメッセージにはどんな時でもすぐに返信する 

2. ネットでやりとりしているとき、相手からのメッセージの返信が遅いとイライラする 

3. 他のことをしているときでも、ネットにどんな話題を投稿しようかということばかり考えている 

4. 友だちからのメッセージが気がかりでネットを常に確認している 

5. 仲間はずれにされたくないので、気が乗らないときでもネットで友だちとやり取りするのをやめられない 

15. 誰かと話している最中でもネットをしている 

16. 風呂やトイレでもネットをしている 

17. 歩いている最中でもネットをしている 

ネット利用時間への回答 

人とメッセージのやり取りをする 5 時間 

オンラインゲームをする     15 分 

動画やブログなどを見る     1 時間 30 分 
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 この回答例の場合、基礎得点と利用時間得点は図表 21の通りになる。 

 

図表２１ 回答例における基礎得点と利用時間得点 

基礎得点    

 つ
な
が
り 

依
存
得
点 

ゲ
ー
ム 

依
存
得
点 

コ
ン
テ
ン
ツ
依

存
得
点 

1. 友だちからのネット上のメッセージにはどんな時でもすぐに返信する 3 点 0 点 0 点 

2. ネットでやりとりしているとき、相手からのメッセージの返信が遅いとイライ

ラする 
3 点 0 点 0 点 

3. 他のことをしているときでも、ネットにどんな話題を投稿しようかということ

ばかり考えている 
3 点 0 点 0 点 

4. 友だちからのメッセージが気がかりでネットを常に確認している 3 点 0 点 0 点 

5. 仲間はずれにされたくないので、気が乗らないときでもネットで友だちとやり

取りするのをやめられない 
3 点 0 点 0 点 

15. 誰かと話している最中でもネットをしている 3 点 3 点 2 点 

16. 風呂やトイレでもネットをしている 3 点 2 点 2 点 

17. 歩いている最中でもネットをしている 3 点 3 点 0 点 

基礎得点（各依存得点の合計） 24点 8点 4点 

 

利用時間得点    

つながり利用時間   5時間 

5点 ― ― 

 0 分 

 1 分以上 30 分未満 

 30 分以上 1 時間未満 

 1 時間以上 2 時間未満 

 2 時間以上 4 時間未満 

 4 時間以上 

→ 0 点 

→ 1 点 

→ 2 点 

→ 3 点 

→ 4 点 

→ 5 点 

ゲーム利用時間    15分 ― 1点 ― 
コンテンツ利用時間  1時間 30分 ― ― 3点 

 

 つながり依存度は「つながり基礎得点×つながり利用時間得点」で算出する。この場合 24×5＝

120点である。ゲーム、コンテンツについても同様に計算し、それぞれ 8点、12 点が導き出される。

ただしこれは中間ステップであり、最終的な依存度ではない。 

 

図表２２ 基礎得点と利用時間得点の掛け合わせ（中間ステップ） 
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 先ほど算出した粗点を 100点満点換算することで最終的な依存度を導き出す。つながり依存度の

場合、基礎得点と利用時間得点がとりうる最大値は 33×5＝165なので、粗点を 1.65で割る。ゲー

ム、コンテンツについても同様にとりうる最大値が 100点となるようそれぞれの定数で割る。この

回答例の最終的な依存度は、つながり 73点、ゲーム 4点、コンテンツ 9点となる。 

 

図表２２ １００点満点換算による最終的な依存度の算出 

 

 
 

 

(2) 調査データを用いたシミュレーション 

 2015年調査のデータを用いて、実際の高校生サンプルにおけるネット依存度の状況を算出する

シミュレーションを行った。 

 依存度の平均点は、つながり依存度 17.6点、ゲーム依存度 16.6点、コンテンツ依存度 23.4点

であり、コンテンツ依存度が他の二つに比べ高得点となった。 

 細かい分布をみると、つながり依存度では 67.5％が 20点以下の低得点群に集中している。仮に

70点超を高得点群とすると、これに該当したのは 3.1％であった。 

 

図表２３ つながり依存度の分析（高校生サンプル、n=1,305） 
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 ゲーム依存度を見ると 66.2％が 20点以下であったが、つながり依存度に比べ 0点の割合が 13

ポイントあまり高い。70点超の高得点群は 2.8％でつながり依存度とさほど変わらなかった。 

 

図表２４ ゲーム依存度の分布（高校生サンプル、n=1,305） 

 

 

 コンテンツ依存度を見ると、20点以下の低得点群は 54.7％と、つながり依存度やゲーム依存度

より少ない。70点超の高得点群は 4.7％と他の二つに比べやや多く、21～70 点の中位群も 40.6％

と多かった（つながり依存度では 29.4％、ゲーム依存度では 30.8％）。他の二つに比べ得点が全

体として高めに出たことが分かる。 

 

図表２５ コンテンツ依存度の分布（高校生サンプル、n=1,305） 

 
 

 コンテンツ依存度が高めに出た理由の一つはネット利用時間で説明できる。図表 21を見ると、

コンテンツ関連のネット利用時間は全体として分布が長時間利用に寄っており、特に 60～119分と

120～239分のやや長時間に該当した割合は過半数の 55.5％に上っている（つながりは 42.1％、ゲ

ームは 39.2％）。依存度にはネット利用時間が得点として掛け合わされているため、この違いが

反映されたものと考えられる。またゲーム依存度で特に 0点が多かった理由も、利用時間 0分の多

さで説明できる。 
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図表２６ ネット利用時間の分布（高校生サンプル、n=1,305） 

 
 

 こうなると「この指標の依存度は利用時間の長さを別の形で表しただけではないか」といった疑

問が生じるかもしれない。この点については、つながり依存度と利用時間の分布を比較することで

一つの反証としたい。つながりに関するネット利用時間の分布（図表 21）を見ると、ボリューム

ゾーンは 60～119分、120～239分であり、240分以上の長時間利用もゲームやコンテンツと比べ 5

ポイント近く多い。実際の利用としては、コンテンツには劣るが、長時間に寄った分布となってい

る。もしこれがそのまま依存度に反映されるならば、依存度の分布も高得点に寄るはずであるが、

実際には他の二つと比べて最も低得点群に集中する分布となっている。これは、実際の時間を加味

してはいるが、依存度が依存項目の回答によって主に導き出されていることを示している。 

 そのことの傍証として、高校生サンプルにおける 20項目への該当率を見てみよう。図表 22では

それぞれの項目に対し「あてはまる」「ややあてはまる」を合算したパーセンテージを表した。ま

たゲームの配点は措いて、それぞれの項目がつながりとコンテンツのどちらに比重を置いた配点と

なっているかも表記した。これを見ると、つながり寄りでは項目 17（33.9％）や項目 19（28.8％）

の該当率が比較的高いが、配点が高い項目 1～5は全体として見ても低い該当率にとどまっている。

つながり関連の利用時間が長いにもかかわらず依存度が低めに出た原因は、そもそもつながりへの

配点が多い項目への該当率が低かったために基礎得点が伸び悩んだからであると考えられる。これ

に対しコンテンツ寄りの項目を見ると、項目 10（41.0％）、項目 14（32.6％）、項目 12（29.8％）

と該当率の高い項目が多く、その他もすべて 20％を超えている。つまりコンテンツ依存度が高め

に出た理由は、実際のネット利用時間が長いこともあるが、コンテンツへの配点が多い項目への該

当率が高かったためであると考えられる。これらのことはとりもなおさず、依存度が主に項目への

回答から導き出されていることを示している。 
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図表２７ ２０項目の該当率（高校生サンプル、n=1,305） 

項目 配点比重 

 

1. 友だちからのネット上のメッセージにはどんな時でも
すぐに返信する 

つながり 

2. ネットでやりとりしているとき、相手からのメッセージ
の返信が遅いとイライラする 

つながり 

3. 他のことをしているときでも、ネットにどんな話題を投

稿しようかということばかり考えている 
つながり 

4. 友だちからのメッセージが気がかりでネットを常に確
認している 

つながり 

5. 仲間はずれにされたくないので、気が乗らないときでもネ

ットで友だちとやり取りするのをやめられない 
つながり 

6. ネットをしているときが一番安心する コンテンツ 

7. 友だちと過ごすよりネットをしていたいと思うことが

ある 
コンテンツ 

8. 外で遊んだり課外活動に行ったりするよりも、家でネッ
トを楽しみたい 

コンテンツ 

9. ネット上のアプリやコンテンツ（ゲーム、音楽、スタン
プなど）に課金することがよくある 

≒ 

10. 他にやるべきことがあってもネットをやめられない コンテンツ 

11. ネットをしていて、気がつくとかなりの時間がたって

いる 
≒ 

12. 現実世界の嫌なことを忘れるためにネットをしている コンテンツ 

13. ネットをしている最中に邪魔されるとキレそうになる
ことがある 

≒ 

14. 起きている間中、ずっとネットをしている コンテンツ 

15. 誰かと話している最中でもネットをしている ≒ 

16. 風呂やトイレでもネットをしている ≒ 

17. 歩いている最中でもネットをしている つながり 

18. あと少しと思いながら深夜までネットをしてしまい、
寝る時間が少なくなることが多い 

≒ 

19. ネットができないと不安で落ち着かない つながり 

20. よく「ネットのやりすぎ」と注意される ≒ 

  

※該当率は、各項目に対する「あてはまる」「ややあてはまる」の回答を合算したもの。 

※配点比重表記の意味…「つながり」：つながり依存の配点がコンテンツ依存の配点を 2点以上上回るもの、「コンテンツ」：コンテ

ンツ依存の配点がつながり依存の配点を 2点以上上回るもの、「≒」：両者の差が 1点以内のもの。 
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８．成果発表会 
  

 当事業の活動内容を広く広報するために、平成２７年度 JAPET&CEC 教育の情報化推進フォーラ

ムにおいて「オンライン・ベターライフ促進 ～子どものつながり依存傾向を見つけよう～」と題

して分科会 C を開催した。 

 

 分科会の概要は以下の通りである。 

 ・開催日時  平成 27年 3月 4日  16時 10分～17時 20分 

 ・国立オリンピック記念青少年総合センター 国際交流棟 

  ・来場者数    85名 

  ・プログラム  改良版つながり依存識別指標 

                 ― その原理と適用結果 ― 

                 

 

図表２８ 成果発表会の様子 講義その１ 

 
 

図表２９ 成果発表会の様子 講義その２ 

 
 

 

図表３０ 成果発表会の様子 講義その３ 
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９．まとめ 
 

(1) 教育向けツールの作成と普及 

 実際に生徒らが使用できる形のツールを開発する必要がある。今年度までの段階でもプロトタイ

プに相当するものは完成しているが、ユーザーインターフェイスやデータの取り扱いといった細か

な点のブラッシュアップ、授業計画や指導方法への組入れ方など、実際に教育現場で活用していた

だくための方策を今後検討する必要がある。 

 

(2) 実地利用を通じた指標の妥当性の検証 

 今年度の検証では指標の内的な一貫性は確認できたが、指標から導き出される依存度が利用者の

依存度を正しく反映できるかは、実際の利用を通じた検証が必要である。先述のシミュレーション

においてコンテンツ依存度が高めに出た結果も、今回の調査サンプルでたまたまそうなっただけな

のか、項目構成や配点の不備など構造的な要因によるものなのか検討せねばならない。 

 

(3) さらなる簡略化と文言の再検討 

 中高生が気軽に利用するには 20項目はなお多すぎるきらいがある。「起きている間中、ずっと

ネットをしている」と「風呂やトイレでもネットをしている」など相互に重複する恐れのある項目

もあるため、実際の利用状況を見ながら識別に必要な項目を絞り込む必要がある。また文言につい

ても、利用者が実際に利用した中で分かりにくかったものについては適宜改めていく必要がある。 

  

(4) ウェブコンテンツの普及 

 開発した学習教材を中学・高校でパイロット的に利用する機会を設け、情報教育における普及を

目指す。また問題点や教育その他における活用方法についてフィードバックを得て、さらなる改善

につなげる。 

 

 指標そのものは今年度で完成となったが、今後も引き続き、ツールの作成・普及とその改良に取

り組んでいきたい。 
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